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「
パ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

(C) 

結

び ー

銀

行

合

併

一
、
完
全
合
併
の
歴
史
的
概
観
と
そ
の
概
念

五
、
参
与
形
態
の
歴
史
的
概
観
と
結
論

初
期
的
な
参
与
形
態

日
。
フ
ロ
ビ
ソ
チ
ア
ル
・
バ
ソ
ク
に
お
け
る
参
与

南
ド
イ
ツ
銀
行
リ
ソ
グ
に
お
け
る
参
与

独

占

的

参

与

形

態

閻

清

算

と

合

併

（二）
(A) 

四
、
参
与
に

つ

、
バ
ソ
ク
・
グ
ル
ッ
ペ
に
つ
い
て

い

て

二
、
問

題

の

提

起

目

次

「
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ク
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参
与
ー
ー
ー
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ド
イ

ツ
新
帝
国
は
完
成
し
た
。
統
一
市
場
の
完
成
と
あ
い
ま
つ
て
首
都
ベ
ル
リ
ン
の
新
ド
イ
ツ
に
対
す
る
地
位
も
確
立
し
た
。
わ
が
ベ
ル
リ

「
大
逆
宜
布
」
を
も
つ
て
逮
刑
す
る
こ
と
を
し
か
考
え
な
か
っ
た
。
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二
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四
巻

プ
ロ
シ
ャ
1
1
フ
ラ
ン
ス
戦
争
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
に
よ
る
セ
ダ
ン
の
包
囲
に
よ
っ
て
、

一
方
的
な
プ
ロ
シ
ャ
側
の
勝
利
を
も
た
ら
し
、

一
年
一
月
二
九
日
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ュ
仮
条
約
と
フ
ラ
ン
ス
帝
国
の
倒
潰
を
結
果
し
た
。
「
外
国
の
あ
ら
ゆ
る
干
渉
か
ら
ド
イ
ツ
の
国
民
的
存
在

を
確
保
せ
ね
ば
な
ら
ね
L

、
と
す
る
ビ
ス
マ
ル
ク
の
言
葉
に
も
か
4

わ
ら
ず
、
こ
の
戦
争
の
本
質
は
エ
ル
ザ
ス
1
1
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
併
合
要
求
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
あ
き
ら
か
に
侵
略
的
な
意
図
を
も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
対
ボ
ナ
パ
ル
ト
戦
争
は
．
は
じ
め
か
ら
ビ
ス
マ
ル
ク
に
よ
っ
て
「
セ

エ
ヌ
の
岸
の
旧
友
に
仕
掛
け
」
ら
れ
た
わ
な
で
あ
っ
た
。
五
十
億
フ
ラ
ン
に
の
ぼ
る
戦
費
賠
償
は
、
資
本
不
足
と
負
債
に
悩
む
ド
イ
ツ
を
旱
天

下
の
慈
雨
の
ご
と
く
潤
し
た
。
莫
大
な
資
本
と
流
通
貨
幣
量
は
、
若
い
ド
イ

ツ
大
工
業
を
刺
戟
し
、

い
わ
ゆ
る
「
設
立
時
代
」
を
出
現
す
る
。

多
く
の
銀
行
や
工
場
が
設
立
さ
れ
鉱
山
は
堀
り
お
こ
さ
れ
、
鉄
道
は
急
速
に
の
ぴ
は
じ
め
た
。
他
方
に
お
い
て
、
関
税
同
盟
の
成
立
以
来
資
本

主
義
の
発
展
と
さ
も
に
形
成
さ
れ
つ
ヽ
あ
っ
た
ド
イ

ツ
統
一
の
気
連
は
、
新
帝
国
の
成
立
と
と
も
に
た
と
え
極
め
て
劣
悪
な
歴
史
的
産
物
で
あ

っ
た
に
も
せ
よ
完
成
さ
れ
た
。
そ
れ
は
プ
ロ
イ
セ
ン
王
の
無
遠
慮
な
言
葉
の
よ
う
に
『
延
長
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
』
に
す
ぎ
ず
新
ド
イ
ツ
帝
国

憲
法
は
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
同
様
、
人
民
の
権
利
な
ど
は
「
爪
の
垢
ほ
ど
も
」
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
プ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
は
何
の
反

対
も
な
さ
ず
、
ま
た
し
て
も
物
質
的
利
益
の
た
め
に
政
治
的
自
由
を
売
り
わ
た
し
、
社
会
民
主
主
義
者
ベ
ー
ベ
ル
お
よ
び
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
を

「
バ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て
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「
パ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ベ
」
に
つ
い
て

第
一
"fJ

1
0
 

ン
大
銀
行
も
、
熱
狂
的
な
投
機
に
陶
酔
し
た
七

0
年
と
、
そ
れ
に
つ
ゞ
＜
七
三
年
五
月
九
日
の
ウ
ィ
ー
ン
の
取
引
所
恐
慌
に
発
す
る
全
面
的
な

恐
慌
を
境
と
し
て
資
本
集
中
へ
と
の
り
出
す
。
ベ
ル
リ
ン
大
銀
行
の
地
方
へ
の
進
出
。
ベ
ル
リ
ン
大
銀
行
の
地
方
銀
行
の
合
併
と
そ
の
支
店
へ

の
転
化
の
過
程
で
あ
る
。
だ
が
初
め
は
、
き
わ
め
て
ひ
か
え
め
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
七

0
年
代
の
大
銀
行
の
活
動
は
、
破
算
銀
行
の

清
算
を
媒
介
し
、
代
行
す
る
に
と
ゞ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
八

0
年
代
に
入
る
と
、
ベ
ル
リ
ン
大
銀
行
は
、
自
ら
直
接
に
破
算
銀
行
の
合
併
に
の
り

だ
す
。
ワ
ー
リ
ヒ
は
「
ド
イ
ツ
銀
行
制
度
の
成
立
以
来
、

9

営
業
を
地
方
に
拡
大
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
方
法
は
ー
つ
ま
り
支
店

(
F
i
l
i
a
l
e
n
u. 

K
o
r
n
m
a
n
 di t
e
n
)
の
設
立
を
み
な
い
と
す
れ
ば
、

①
 

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
の
べ
る
。

一
八
八
〇
ー
一
八
九
五
年
の
集
積
に
た
い
す
る
特
徴
的
形
態
と
し
て
合
併
（
フ
ジ
オ
ン
）
を

フ
ジ
オ
ン
の
最
初
の
例
は
一
八
七
四
年
の
ラ
イ
ン
信
用
銀
行

R
h
e
i
n
i
s
c
h
e
K
r
e
d
i
t
b
a
n
k
と
フ
ァ
ル
ツ
連
合
銀
行

P
f
a
l
z
e
r
B
a
n
,
 

k
v
e
r
e
i
n
と
の
合
併
、
あ
る
い
は
、
ベ
ル
リ
ン
商
業
会
社

B
e
rl
i
n
e
r
 
H
a
n
d
e
l
s
g
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
 t
国
際
銀
行

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
e
B
a
n
k
と

②
 

の
合
併
(
-
八
九
一
年
）
で
あ
る
が
、
キ
ュ
フ
ネ
ル
の
い
う
よ
う
に
、
ベ
ル
リ
ン
商
業
会
社
は
当
時
株
式
会
社
で
は
な
く
株
式
合
資
会
社
で
あ

③

.

 

っ
た
4
め
近
代
的
意
味
に
お
け
る
フ
ジ
オ
ン
で
は
な
い
し
、
そ
の
結
合
形
態
に
し
て
も
七

0
年
代
の
清
算
形
態
か
ら
の
過
渡
形
態
で
あ
る
と
見

る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
(
-
八
七
一
年
か
ら
一
九

0
四
年
に
い
た
る
、
銀
行
合
併
に
つ
い
て
は
後
載
の
表
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。
）

④
 

フ
ジ
オ
ン
の
概
念
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
と
く
に
一
八
四
五
年
ー
一
八
六
三
年
に
生
じ
た
鉄
道
会
社
の
合
併
と
と
も
に
形
成
さ
れ
た
の

で
あ
る
が
、
銀
行
制
度
に
み
ら
れ
る
フ
ジ
オ
ン
は
、
か
4

る
鉄
道
制
皮
の
模
倣
に
よ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
前
に
も
の
べ
た
よ
う
に
漸
時
的
に

⑤
 

七
0
年
代
の
清
算
過
程
か
ら
、
集
積
形
態
へ
と
発
展
し
、
九
五
年
以
降
、
い
わ
ゆ
る
「
参
与
」
制
度
に
よ
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
形
態
の
出
現
に
い

第
二
十
四
巻



FusionenC9> 

1の資＊ l ][の記］しこ Iり姦は 1麟支払い贔贔li贔
2400 8500 40 ？ ？ ？ ？ 

1200) 4800 4000 320 480 ？ 

50000 40000 5000 15000 22850 7150 17792) 

5640 I I 6300 600 3150 I 3750 ？ 

60000 12300 1006 9000 4306 15703) 

70000 20000 1609 15000 6609 4500 

12600 6000 228 4500 1728 ？ 

40000 2000 2000 ？ 

16000 2675 282 2326 630 ？ 

20100 3500 550 2874 1176 ？ 

110000 6000 307 4500 187.5 1720 ？ 

1500 1000 1000 ？ 

50000 7500 5000 2500 308 

10500 15672 1945 13060 4557 4390 

30000 3000 658 2800 . 859 357 

} ， 2500 
8334 493 6250.5 

2959 ？ 

2000 44 1667 

5000 500 89 500 89 ？ 

28288 9000 1660 7713.6 3070 ？ 

35000 12000 843 9000 3843 ？ 

36140 10000 1700 10000 1700 ？ 

130000 30000 2190 20000 3750 8440 ？ 

} 100000 

21000 3950 15000 840 9110 ？ 

8600 5733 516 2351 ？ 

「
パ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て
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二
十
四
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第 表

年 I 合併銀 行 lI 被合併銀行

「
パ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

1871 

1874 

1891 

1891 

1892 I Dresdner Bank 

1895 I Dresdner Bk. 

1895 I pfaelzische Bk. (Ludwighafen) 

第
二
十
四
巻

1898 

1898 

1898 

1899 

1899 

1900 

1902 

1902 

第
一
号

1
0
三

1902 

1902 

1902 

1903 

1904 

1904 

1904 

1904 

Dtsch. Vereinsbank 
(Fnankfurt) 

Rhein. Kreditbank 
(Mannheim) 

Berliner Handelsgesellschaf t 

Weimarer Bank 

Bergisch-Maerk. Bank 
(Elberfeld) 

Barmer Bankverein 

Rhein. Kreditbank (Mannheim) 

Dresdner Bank 

Maerkische Bank (Bochum) 

Bergisch Maerk. Bk. (Elberfeld) 

Bk. f. Handel u. lndustrie 
(Darmst.) 

Essener Kreditanstalt 

1902 !Rhein. Discontoges. (Aachen) 

Rhein. Diskontoges. (Aachen) 

Duerener Bk. 

Barmer Bankverein 

Rhein. Discontoges. (Aachen) 

Barmer Bankverein 

Dresdner Bank 

A. Schaaffhausenscher Bank-
verein (Coeln) 

A. Schaaffhausenscher Bank-
verein (Coeln) 

Frankfurter Vereinskasse 

Pfalzer Bankverein 
(Mannheim) 

InterhationaleBank (Berlin) 

Geraer Bank 

Anglo-deutsche Bk. (Hambarg) 

Bremer Bk. 

Dtsch. Unionbk. (Mannheim) 

Remscheider Bank 

Gladbacher Bankverein 

Kaiserslauterer Bank 

Niedersaechs. Bank 
(Bueckaburg) 

Barmer Handelsbk. 

Herner Handelsbk. 

Bk. f. Siiddeutschl. (Darmst.) 

Kreditbk. Recklinghausen 

Bank. f. Rheinl. u. Westf 
(Cohn) 

Coblenzer Bank 

Euskirchener Volksbk. 

Duesseldorfer Bankverein 

Coeln. Wechsler-u. Komm.-Bank 

Dortmunder Bankv. 

Genoss. Bk. Soegel u.Par.1Berlin) 

Niederrhein. Kreditanstalt 
Peters (Crefeld) 

Westdeutsche Bank vorm. 
Jonas Cahn. Bonn 



（註）

率
に
し
た
が
つ
て
被
合
併
銀
行
の
株
式
と
自
己
の
新
株
式
と
交
換
す
る
。

第
二
十
四
巻

た
る
ま
で
、
支
配
的
で
あ
っ
た
集
中
の
形
態
で
あ
る
。
い
ま
念
の
た
め
に
商
法
典
に
よ
る
フ
ジ
オ
ン
の
概
念
を
し
め
せ
ば
「
一
株
式
会
社
が
他

の
株
式
会
社
あ
る
い
は
株
式
合
資
会
社
に
、
後
者
の
株
式
の
授
与
に
た
い
し
て
そ
の
財
産
と
債
務
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
休
す
る
こ

⑥
 

と
」
な
の
で
あ
る
。
銀
行
間
の
フ
ジ
オ
ン
は
現
実
的
に
次
の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ
る
。
ま
ず
両
銀
行
支
配
者
間
の
契
約
に
も
と
ず
い
て
、
両
株

主
総
会
に
お
け
る
こ
の
契
約
の
批
准
を
留
保
し
た
ま
さ
合
併
が
決
定
さ
れ
る
。
法
的
に
は
、
か
4
る
株
主
総
会
の
決
議
は
た
ゞ
合
併
さ
る
べ
き

銀
行
に
と
つ
て
の
み
必
要
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
こ
の
解
散
決
議
は
一
般
に
四
分
の
三
の
過
半
数
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
合
併
を
な
す
銀
行
の
支
配
者
は
合
併
に
た
い
す
る
全
権
委
任
を
審
議
す
る
た
め
に
株
主
総
会
を
開
く
の
で
は
な
く
、
た
ゞ
フ
ジ
オ
ン
に

必
要
な
資
本
す
な
わ
ち
新
株
の
発
行
を
承
認
す
る
た
め
に
株
主
総
会
を
も
つ
の
で
あ
る
。
合
併
銀
行
は
一
定
の
期
間
内
に
契
約
に
も
と
ず
く
比

ェ
ル
ソ
ス
ト
・
ヒ
ッ
ク
ス
に
よ
れ
ば
フ
ジ
オ
ソ
は
株
式
譲
渡
の
形
態
に
よ
っ
て
外
的
フ
ジ
オ
ソ

(
o
f
f
e
n
e
F
u
s
i
o
n
)

と
内
的
フ
ジ
オ
ソ

(Stille

⑦
 

F
u
s
i
o
n
)

の
二
形
態
が
生
ず
る
。
前
者
は
被
合
併
後
外
見
的
独
立
性
を
失
う
の
に
た
い
し
後
者
は
そ
れ
を
保
存
す
る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
銀
行
合
併
は
そ

の
信
用
関
係
の
特
質
上
合
併
後
独
立
的
外
見
を
装
う
も
の
が
お
お
か
っ
た
。

最
後
に
、
被
合
併
銀
行
の
支
店
も
、
当
然
、
合
併
銀
行
の
所
有
に
移
行
し
、
そ
の
支
店
組
織
の
な
か
に
組
入
れ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
被
合
併

銀
行
の
個
々
の
支
店
は
、
そ
れ
が
吸
収
銀
行
の
所
在
地
か
、
あ
る
い
は
そ
の
一
支
店
の
所
在
地
に
存
在
す
る
場
合
は
、
そ
の
支
店
と
合
併
さ
れ
、

R
 

他
の
場
合
は
新
支
店
と
し
て
吸
収
銀
行
の
機
構
の
中
に
組
入
れ
ら
れ
る
。
」
か
く
て
フ
ジ
オ
ン
の
主
要
目
的
は
銀
行
支
店
の
拡
大
に
お
か
れ
る
、

フ
ジ
オ
ン
が
、
銀
行
資
本
集
中
の
一
形
態
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
支
店
制
度
拡
大
と
い
う
形
態
を
と
つ
て
現
象
す
る
資
本
集
中
形
態

「
パ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ベ
」
に
つ
い
て

第
一
号

1
0
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第
二
十
四
巻

同
氏
は
、
ま
ず
銀
行
集
中
を
四
つ
の
段
階
に
わ
け
ら
れ
る
。
そ
の
第
一
段
階
は
、
お
も
に
発
展
過
程
の
第
二
期
(
-
八
七

0
ー
一
八
九

0
)

以
降
第
三
期
(
-
八
九
〇
ー
一
九
一
四
）
前
半
に
ぞ
く
し
「
小
銀
行
の
経
営
の
消
滅
過
程
で
あ
り
、
個
人
銀
行
業
者
ま
た
は
小
株
式
銀
行
の
吸

収
」
過
程
で
あ
る
。
第
二
段
階
は
第
三
期
九

0
年
代
か
ら
顕
著
と
な
り
「
プ
ロ
ッ
ク
的
に
固
め
ら
れ
た
各
地
方
銀
行
を
ベ
ル
リ
ン
大
銀
行
が
吸

収
、
支
配
、
連
繋
す
る
段
階
」
を
さ
す
。
第
三
段
階
は
や
は
り
九

0
年
代
に
第
二
段
階
と
平
行
し
て
進
行
す
る
過
程
で
、
ベ
ル
リ
ン
に
本
拠
を

有
す
る
中
銀
行
の
六
大
銀
行
に
よ
る
吸
収
の
過
程
で
あ
る
。
最
後
の
第
四
段
階
は
「
大
銀
行
相
互
間
の
連
繋
合
同
で
あ
っ
て
一
九

0
0年
以
降

に
始
ま
る
」
銀
行
集
中
の
過
程
で
あ
る
。
こ
れ
ら
各
集
中
段
階
の
う
ち
で
と
く
に
九

0
年
代
以
降
に
お
け
る
第
二
段
階
は
「
大
銀
行
の
支
配
骨

格
成
立
期
」
で
あ
り
ド
イ
ツ
信
用
銀
行
の
支
配
体
系
を
質
的
に
規
定
す
る
う
え
に
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
、
と
く
に
そ
の
期
間
に
お
け
る
集
中
諸

形
態
を
検
討
さ
れ
る
。
生
川
氏
は
一
一
一
集
中
形
態
を
あ
げ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
形
態
と
し
て
「
吸
収
銀
行
を
支
店
に
転
化
す
る
か
、
ま
た
は
新
支

店
を
設
立
す
る
も
の
、
第
二
形
態
と
し
て
「
個
人
商
会
に
た
い
し
て
有
限
責
任
的
出
資
(
K
o
m
m
a
n
d
i
t
b
e
t
e
i
l
i
g
u
n
g
)
を
な
し
．
こ
れ
を
支
配

す
る
形
態
L

。
第
三
形
態
は
、
「
ド
イ
ツ
で
の
典
型
的
集
中
形
態
と
し
て
の
大
銀
行
に
よ
る
地
方
銀
行
の
従
属
化
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
従
属
形
態

R
 

に
「
地
方
銀
行
の
完
全
な
吸
収
合
併
と
支
店
化
、
株
式
所
有
に
よ
る
支
配
、
友
好
関
係
ま
た
は
協
定
等
に
よ
る
支
配
」
が
あ
る
。
こ
の
三
形
態

の
特
色
、
た
と
え
ば
第
一
形
態
と
第
三
形
態
の
分
類
上
の
差
異
は
明
確
性
を
か
く
よ
う
に
思
え
る
が
、
そ
れ
は
と
に
か
く
、
第
一
形
態
に
つ
い

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

.

、

、

、

、

、

、

て
「
イ
ギ
リ
ス
の
銀
行
集
中
が
完
全
合
同
の
形
を
と
っ
た
の
に
た
い
し
、
一
般
に
ド
イ
ツ
で
の
銀
行
集
中
は
銀
行
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
形
態
を
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
の
が
特
質
で
あ
る
。
そ
の
集
中
が
合
同
形
式
に
よ
ら
な
い
た
め
イ
ギ
リ
ス
と
は
全
く
対
照
的
に
ド
イ

ツ
で
は
支
店
数
が
絶
対
的
に
著
る
し
く

⑥
 

僅
少
で
あ
る
。
」
（
傍
点
は
筆
者
）
と
の
べ
て
お
ら
れ
る
が
、

「
パ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

こ
の
意
見
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
ド
イ
ツ
の
銀
行
集
中
は
合
同
形
式
に
よ
ら

第
一
号

1
0
六
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ち、 ち
一
四
年
間
に
次
の
よ
う
に
増
加
し
た
。

C
r
e
d
i
t
 L
y
o
n
n
a
i
s
 

C
o
m
p
t
o
i
r
 n
a
t
i
o
n
a
l
 
d
'
E
s
c
o
m
p
t
e
 

S
o
c
i
e
t
e
 g
e
n
e
r
a
l
e
 

一
八
九
五
年
、
ド
イ
ツ
と
の
協
力
の
も
と
に
股
立
さ
れ
た
ロ
ー
マ
の

C
r
e
j
i
t
o
Italiano
は
一
九
〇
八
年
末
に
す
で
に
一
七
の
支
店
を
も

一
八
九
四
年
、
や
は
り
ド
イ
ツ
の
協
力
の
も
と
に
設
立
さ
れ
た
ミ
ラ
ノ
の

三
の
支
店
を
も
っ
た
。
リ
ー
セ
ル
は
こ
れ
に
対
し
「
だ
が
、
す
べ
て
こ
れ
ら
の
数
字
を
、
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
直
ち
に
ド
イ
ツ

の
数
字
と
比
較
し
、
さ
ら
に
、
そ
こ
か
ら
実
際
以
上
に
極
端
な
対
照
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
を
笞
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
う
。
そ
の
理

路
で
も
、 ⑦

 

で
あ
る
。
か
く
て
一
九

0
二
年
二
月
、

「
パ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

、
こ
沖
咲

中

0
浬
泊

2
7
 

1
5
 

3
7
 

9
6
 

2
4
 

1
4
1
 

溢

叶

、
こ
淀
咲

中

0
迪
区

6
2
 

4
9
 

8
8
 

1
7
5
 

1
5
0
 

6
3
7
 

N 
2
0
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U
n
i
e
d
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o
u
n
t
i
e
s
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a
n
k
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a
n
c
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s
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ロ
ン
ド
ン
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
ト
リ
ー
・
バ
ン
グ
の
株
主
総
会
に
お
い
て
「
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
ど
ん
な
街

―
つ
も
銀
行
支
店
が
な
い
よ
う
な
背
路
は
な
い
。
そ
れ
で
、
も
つ
と
遠
く
に
足
を
の
ば
せ
ば
支
店
は
、
数
の
上
で
は
旅
館
以
上
か
も

R
 

し
れ
な
い
。
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
出
張
所
お
よ
び
支
店
の
数
は

一
八
九
四
年
か
ら

一
九

0
八
年
に
す
な
わ

ま
一
九

―
二
年
に
三

,“̀ 

B
a
n
c
a
 C
o
m
m
e
r
c
i
a
l
e
 Italiana 

第
一
昇
J

1
0
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「
パ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

第
一
号

1
0
九

由
は
、
こ
L

し
あ
た
り
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
こ
で
非
常
に
お
4
く
存
在
し
て
い
る
支
店
は
、
大
部
分
、
ド
イ
ツ
的
な
意
味
に
お
け
る

支
店

Filiale
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
は
る
か
に
容
易
に
股
立
さ
れ
る
出
張
所

A
g
e
n
t
u
r
で
あ
り
、
そ
の
出
張
所
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、

時
と
す
る
と
本
店
自
身
が
参
与
し
な
い
よ
う
な
業
務
、
と
く
に
地
方
的
な
意
義
を
も
っ
た
業
務
を
独
立
的
に
引
う
け
る
支
店

(Filiale)
よ
り

も
は
る
か
に
少
な
い
意
義
お
よ
び
業
務
範
囲
し
か
も
た
な
い
」
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
理
由

ほ
「
一
方
に
お
い
て
…
…
支
店
と
し
て
算
え
ら
れ
た
五
．
シ
犀
レ
は
、
と
く
に
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
は
、
我
国
の
辺
犀
と
い
う
よ
り
も
塁
磐

扱
所
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
て
い
た
し
、
他
方
で
は
、
こ
4

で
は
、
本
質
的
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
た
ゞ
発
券
銀
行
の
み
が
問
題
で

あ
る
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
半
ば
発
券
銀
行
な
か
ば
預
金
銀
行
が
問
題
で
あ
り
、
そ
の
支
店
の
設
立
の
た
め
に
は
、
わ
が
国
の
銀
行
に
支
配
的

⑩
 

な
も
の
と
は
全
く
こ
と
な
っ
た
半
強
制
的
・
技
指
的
な
要
因
が
決
定
的
で
あ
っ
た
。
」
か
ら
で
あ
る
。

生
川
氏
に
あ
っ
て
は
、
ド
イ
ツ
が
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
他
の
諸
国
と
比
し
て
支
店
数
が
少
な
い
の
は
、
ド
イ
ツ
諸
銀
行
が
合
同
形
式
に
よ
ら

ず
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
形
式
を
と
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
4

ろ
み
に
い
ま
生
川
氏
の
銀
行
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
概
念
を
紹
介
し
て
み
る
と
、

ル
ン
と
は
「
本
来
、
異
部
門
諸
企
業
の
大
結
合
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
の
銀
行
グ
ル
ー
プ
の
構
成
銀
行
は
、
階
層
的
に
異
な
っ
た
活
動
局
面
を
も

つ
も
の
と
し
て
有
機
的
に
連
繋
し
て
い
る
の
で
同
一
部
門
諸
企
業
の
大
結
合
に
与
え
ら
れ
る
ト
ラ
ス
ト
な
る
名
称
で
は
十
分
に
特
色
を
表
わ
し

⑪
 

え
な
い
。
そ
こ
で
ド
イ
ツ
で
の
慣
習
に
し
た
が
つ
て
、
そ
の
銀
行
グ
ル
ー
プ
に
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
な
る
名
称
を
近
似
的
に
使
用
し
」
た
も
の
な
の

で
あ
る
。
こ
＼
で
更
に
―
つ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
生
川
氏
は
バ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
ペ
に

n

ン
ツ
ェ
ル
ン
な
る
名
称
を
あ
た
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
＼
る

n

ン
ツ
ェ
ル
ン
が
、
ど
の
よ
う
な
形
式
を
と
つ
て
形
成
さ
れ
る
か
、
完
全
合
同
と
ど
の
様
な
点
で
異
る
も

第
二
十
四
巻

コ
ン
ツ
ェ



⑪
生
川
栄
治

一
六
四
頁
。

⑩ ⑨
 
R
i
e
s
s
e
r
,
 
a. 
a. 
0
.
 

R
i
e
s
s
e
r
,
 
a. 
a. 
0
.
 

⑧ R 

第
二
十
四
巻

の
で
あ
る
か
の
説
明
は
不
充
分
で
あ
り
、
全
貌
を
う
か
ゞ
う
に
た
り
な
い
が
、
そ
の
点
は
わ
れ
わ
れ
の
行
論
の
過
租
で
た
し
か
め
て
い
く
こ
と

に
し
て
、
ま
ず
は
、
銀
行
グ
ル
ー
プ
が
、
ど
の
よ
う
な
形
式
1
1
結
合
形
態
を
と
つ
て
形
成
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
あ
た
り
か
ら
出
発
し
よ
う
。

生
川
栄
治

生
川
栄
治
「
金
融
資
本
の
形
成
」
講
座
信
用
理
論
体
系
第
二
部
制
度
編
第
二
章
一
六

0
頁。

同
論
文
同
書
一
六
一
頁
。

A
d
o
l
f
 W
e
b
e
r
,
 
D
e
p
o
s
i
t
e
n
b
a
n
k
e
n
 
u
n
d
 
S
p
e
k
u
l
a
t
i
o
n
s
b
a
n
k
e
n
,
 
E
i
n
 
V
e
r
g
l
e
i
c
h
 
d
e
u
t
s
c
h
e
n
 
u
n
d
 
e
n
g
l
i
s
c
h
e
n
 
B
a
n
k
e
n
,
 
D
r
i
t
t
e
 

A
u
f
l
a
g
e
,
 
M
i
l
n
c
h
e
n
 u
n
d
 L
e
i
p
z
i
g
,
 1
9
2
2
`
s
.
 
1
0
9
.
 

R
i
e
s
s
e
r
,
 
D
i
e
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 G
r
o
s
s
b
a
n
k
e
n
 
u
n
d
 i
h
r
e
 
K
o
n
z
e
n
t
r
a
t
i
o
n
 
i
n
 
Z
u
s
a
m
m
e
n
h
a
n
g
 m
i
t
 d
e
r
 
E
n
t
w
i
c
k
l
u
n
g
 d
e
r
 
G
e
s
a
m
t
-

w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
 in 
D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
,
 V
i
e
r
t
e
 Aull., S. 
5
5
8
.
 

同
論
文
同
書

s. 
5
6
0
.
 

s. 5
6
0
.
 

ま
ず
、
バ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
゜
へ
は
ど
の
よ
う
な
結
合
形
態
を
と
お
し
て
形
成
さ
れ
た
か
。
シ
ュ
ル
ツ
ェ
1
1
ゲ
ヴ
ァ
ー
ニ
ッ
ツ
ほ
つ
ぎ
の
よ
う
に
い

う
。
「
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
銀
行
結
合
の
も
っ
と
も
重
要
な
形
態
は
地
方
銀
行
（
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
銀
行
）
と
大
銀
行
（
中
央
銀
行
）
と
の
バ
ン
ク

・
グ
ル
ッ
ペ
の
た
め
の
合
併
で
あ
る
し
、
ま
た
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
と
こ
と
な
っ
て
ド
イ
ツ
の
制
度
は
地
方
銀
行
を
否
定
せ
ず
に
、

⑥
 

同
論
文
同
書
一
六
一
頁
。

⑥
生
川
栄
治

①

②

⑧

④

 

「
パ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
ベ
」
に
つ
い
て

第
一
号
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「
バ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

第
一
号

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は

一
企
業
は
他
企
業
に
、
た
ゞ
金
融
的
に

そ
れ
を
合
併
し
、
そ
れ
を
ー
広
汎
な
地
方
的
独
立
性
を
も
た
せ
た
ま
4
ー
大
銀
行
に
従
属
せ
し
め
た
。
バ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
ペ
が
ま
と
う
法
的
な
形

態
は
非
常
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
も
っ
と
も
弛
い
形
態
は
お
4

よ
そ
業
務
利
益
分
配
を
と
も
な
っ
た
協
約
的
な
利
益
共
同
体
形
態
で
あ
る
。
中
央

銀
行

(
N
e
n
t
r
a
l
b
a
n
k
)

に
よ
る
地
方
銀
行
の
株
式
の
取
得
、
あ
る
い
は
相
互
的
な
株
式
の
交
換
は
そ
れ
を
こ
え
て
す
＼
む
。
こ
の
永
続
的
な

『
参
与
』
は
比
較
的
小
額
資
本
に
よ
る
権
力
の
拡
大
を
い
み
す
る
。
七
二
百
万
マ
ル
グ
の
参
与
で
、
ド
イ
ツ
銀
行
は
五
億
マ
ル
ク
の
株
式
資
本
お
よ

び
一
五
億
マ
ル
ク
の
他
人
貨
幣
を
支
配
す
る
。
地
方
銀
行
の
株
式
の
大
部
分
か
全
部
か
が
大
銀
行
に
よ
っ
て
確
得
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
内

的
に
、
合
併
を
い
み
す
る
。
そ
こ
で
は
．
つ
ね
に
地
方
銀
行
の
形
式
的
独
立
性
お
よ
び
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
古
く
か
ら
有
名
な
会
社
ー
た
と
え

ば
『
北
ド
イ
ツ
銀
行
』
ー
も
ま
た
存
在
を
た
も
つ
て
い
る
」
と
。
バ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
ペ
は
フ
ジ
オ
ン
に
よ
る
ば
か
り
で
な
く
「
参
与
」
や
「
利
益

共
同
体
」
に
よ
っ
て
も
形
成
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
生
川
氏
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
た
い
す
る
説
明
が
不
充
分
で
あ
る
と
い
う
う
ら
み
は
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
、
こ
の
バ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
ペ
が
「
参
与
」
や
「
利
益
共
同
体
」
に
よ
っ
て
も
形
成
さ
れ
る
点
に
注
目
さ
れ
て
、
こ
れ
に
コ
ン
ツ
ェ
ル

ン
な
る
概
念
を
適
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
リ
ー
フ
マ
ン
は
フ
ジ
オ
ン
と
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
か
ん
し
て
次
の
よ
う

に
い
う
。
「
も
ろ
も
ろ
の
大
企
業
は
今
日
一
般
に
、
も
は
や
一
企
業
か
ら
成
立
せ
ず
に
フ
ジ
オ
ン
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
多
数
の
諸
企
業
の
結
合

に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
だ
が
し
ば
し
ば
、
こ
の
結
合
は
、
け
つ
し
て
完
全
な
も
の
で
は
な
く
て
、

参
与
し
て
い
る
。
か
く
て
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
が
成
立
す
る
」
と
。
リ
ー
フ
マ
ン
の
こ
の
言
葉
か
ら
す
れ
ば
、
フ
ジ
オ
ン
す
な
わ
ち
「
一

R
 

企
業
が
完
全
に
他
の
企
業
に
消
滅
し
、
従
来
の
所
有
者
は
、
そ
の
所
有
椎
を
完
全
に
喪
失
す
る
」
形
態
の
集
中
に
た
い
し
、

一
企
業
が
他
企
業
に
、
た
ゞ
金
融
的
に
「
参
与
」
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
集
中
形
態
を
さ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
ほ
リ
ー
フ
マ
ン
に
よ

第
二
十
四
巻



成
の
二
つ
に
焦
点
を
し
ぼ
つ
て
み
て
ゆ
き
た
い
。
も
し
、

フ
ジ
オ
ン
と
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
外
的
表
識
を
、
ハ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
ペ
形
成
の
な
か
に
求
め
て
い
る
わ
れ
わ
れ
は
「
参
与
」
と
「
利
益
共
同
体
」
形

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
し
て
、
か
く
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
生
川
氏
が

る
支
配

形
成
手
段
と
し
て
リ
ー
フ
マ
ン
は

同
監
査
役
ま
た
は
支
配
人
の
派
遣

第
二
十
四
巻

「
パ
ン
ク
・
グ
ル
ヅ
ペ
」
に
つ
い
て

④
 

れ
ば
、
金
融
的
結
合
形
態
と
し
て
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
次
の
五
つ
の
形
態
を
も
つ
て
形
成
さ
れ
る
。

一
、
参
与
。
「
す
な
わ
ち
、
一
般
に
株
式
資
本
的
参
与
で
あ
り
、
お
4
く
の
場
合
、
統
制
す
な
わ
ち
過
半
数
参
与

M
e
h
r
h
e
i
t
s
b
e
t
e
i
l
i
g
u
n
g
 

⑤
 

を
意
味
す
る
」
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
形
成
の
他
の
要
因
と
む
す
び
つ
い
て
い
る
場
合
、
と
く
に
他
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
所
属

会
社
が
そ
れ
に
参
与
し
て
い
る
場
合
、
小
数
参
与
を
も
つ
て
し
て
も
一
企
業
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
所
属
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
の
で
あ
り
、
統
制

は
全
株
式
の
独
占
的
支
配
あ
る
い
は
所
有
ま
で
の
全
段
階
に
お
い
て
親
わ
れ
る
。
な
ほ
私
的
企
業
に
あ
っ
て
は
有
限
責
任
的
参
与

K
o
r
n
m
a
n
-

d
i
t
a
r
i
s
c
h
e
 
B
e
t
e
i
l
i
g
u
n
g
が
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
形
成
に
た
い
し
て
同
じ
意
義
を
有
す
る
。

第
二
形
態
は
利
益
共
同
体
で
あ
る
。
二
つ
あ
る
い
は
三
つ
の
、
さ
ら
に
そ
れ
以
上
の
独
立
性
を
保
存
し
た
企
業
が
協
約
に
も
と
ず
い
て
結
合

⑥
 

す
る
こ
と
で
あ
り
、
相
互
に
、
共
通
の
協
約
に
も
と
ず
い
て
利
益
を
分
配
す
る
結
合
体
で
あ
る
。
も
っ
と
も
利
益
共
同
体
は
一
般
に
カ
ル
テ
ル

の
な
か
に
か
ぞ
え
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
自
体
は
独
占
的
目
的
を
有
す
る
も
の
で
な
く
、
他
の
結
合
形
態
に
付
着
し
て
、
あ
る
い
は

カ
ル
テ
ル
に
あ
る
い
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
発
展
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
利
益
共
同
体
が
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
形
成
の
一
要
因
と
し
て
働

く
の
は
、
他
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
形
成
の
主
要
因
た
と
え
ば
参
与
と
結
び
つ
い
て
は
じ
め
て
可
能
な
の
で
あ
る
。
な
ほ
こ
の
他
に
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

同
一
企
業
の
全
経
営
、
あ
る
い
は
そ
の
経
営
の
一
部
の
他
企
業
に
よ

⑦
 

固
一
企
業
に
よ
る
他
企
業
の
全
経
営
ま
た
は
そ
の
一
部
の
賃
貸
を
通
し
て
な
さ
れ
る

n

ン
ツ
ェ
ル
ン
形
成
を
あ
げ
る
の
で
あ
る
が
、

第
一
竿
J



「
パ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
ベ
」
に
つ
い
て

バ
ン
グ
・
グ
ル
ッ
ペ
の
形
成
に
際
し
、
そ
の
集
中
形
態
を
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
し
て
特
色
ず
け
ら
れ
る
の
は
一
応
正
し
い
。
な
ぜ
な
れ
ば
、
バ
ン

に
よ
る
の
み
な
ら
ず
「
参
与
」
や
「
利
益
共
同
体
」

も
形
成
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
「
バ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
ペ
即
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
」
論
に
正
当
な
外
鍋
を
あ
た
え
る
他
の
要
素
が
存
在

す
る
。
す
な
わ
ち
バ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
゜
へ
は
前
に
も
の
べ
た
よ
う
に
そ
の
主
要
な
目
的
を
支
店
制
度
の
拡
大
の
中
に
も
と
め
る
も
の
で
あ
る
が
、

支
店
は
外
見
上
広
い
独
立
性
を
あ
た
え
ら
れ
た
ま
上
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
バ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
ペ
の
構
成
員
と
し
て
あ
る
銀

行
が
フ
ジ
オ
ン
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
た
と
し
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
‘。

デ
ィ
ス
コ
ン
・
r
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
A
・
シ
ャ
ウ
フ
〈
ウ
ゼ
ン
連
合
銀

行
と
の
合
併
、
デ
ィ
ス
コ
ン
ト
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
〈
ン
プ
ル
グ
の
北
ド
イ
ツ
銀
行
と
の
合
併
。
ド
イ
ッ
銀
行
と
ェ
ル
ベ
ル
フ
ェ
ル
ト
の
ペ
ル

⑨
 

グ
・
マ
ル
ク
銀
行
と
の
合
併
。
プ
レ
ス
ラ
ウ
の
シ
レ
ジ
ア
連
合
銀
行
と
ブ
レ
ス
ラ
ウ
・
デ
ィ
ス
コ
ン
ト
・
バ
ン
ク
と
の
合
併
等
々
を
考
え
れ
ば

、
、
、
、

い
わ
ゆ
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
特
徴
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
的

よ
い
。
独
占
体
を
形
成
す
る
企
業
が
、
独
立
性
を
維
持
す
る
こ
と
は
、

第
一
号

の
よ
う
な
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
形
態
に
特
徴
的
な
も
の
に
よ
っ
て

集
積
の
過
程
は
一
面
に
お
い
て
実
質
的
な
集
中
過
租
で
あ
り
、
合
併
過
租
で
あ
り
、
、
独
立
性
の
止
揚
の
過
程
で
あ
る
に
も
か
4
わ
ら
ず
、
現
象

的
に
は
分
散
の
過
租
、
独
立
性
温
存
の
過
租
と
な
つ
て
現
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
璃
象
を
と
ら
し
め
る
原
因
の
究
明
は
と
に
か
く
、
現
実
に
、

ド
イ
ツ
の
銀
行
グ
ル
ー
プ
構
成
銀
行
が
独
立
性
を
、
た
と
え
外
観
上
で
あ
っ
て
も
保
持
し
て
い
る
こ
と
は
銀
行
グ
ル
ー
プ
を
し
て
コ
ン
ツ
ェ
ル

ン
な
る
概
念
の
も
と
に
と
ら
え
し
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
外
見
的
独
立
性
よ
り
し
て
、
こ
れ
に
対
し
、
た
ゞ
ち
に
コ
ン
ツ

ェ
ル
ン
な
る
名
称
を
あ
た
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
し
、
ま
し
て
ド
イ
ツ
に
お
け
る
完
全
合
同
あ
る
い
は
合
併
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
で

あ
ろ
う
。
リ
ー
フ
マ
ン
も
支
店
制
度
に
み
ら
れ
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
現
実
に
お
い
て
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
で
は
な
い
と
し
て
次
の
よ
う
に
の
べ
る
の

・
グ
ル
ッ
ペ
は
「
合
併
」

第
二
十
四
巻

ー
一
三



④ ③ ② ① 

第
二
十
四
巻

で
あ
る
。
「
あ
る
企
業
の
他
の
企
業
に
よ
る
経
営
支
配
が
、
と
く
に
あ
る
企
業
の
全
経
営
が
問
題
で
あ
る
場
合
、
非
常
に
強
固
な
種
類
の
コ
ン
ツ

ェ
ル
ン
形
成
お
よ
び
結
合
を
意
味
す
る
。
と
い
う
の
は
、
も
し
そ
れ
が
国
で
の
べ
る
賃
借
を
同
時
に
と
も
な
わ
な
い
な
ら
ば
、
常
に
利
益
分
配

協
定
す
な
わ
ち
利
益
共
同
体
を
前
提
と
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
は
、
利
益
共
同
体
の
経
営
共
同
体
あ
る
い
は
管
理
共
同
体
へ
の
発
展
形
態
で
あ
る

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
形
成
が
い
ま
や
現
実
的
に
未
分
離
な
単
一
企
業
に
移
行
し
た
点
で
も
あ
る
。

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
管
理
共
同
体
に
あ
っ
て
は
、

、、、、

そ
れ
は
支
店
経
営
に
お
け
る
場
合
で
そ
れ
は
事
実
上
、
外
部
的
に
は
独
立
企
業
の
形
態
、
と
く
に
有
限
責
任
会
社
形
態
を
と
つ
て
は
い
る
が
、

実
質
的
に
は
、
そ
の
全
金
融
、
全
商
業
、
全
技
術
的
様
態
に
お
い
て
．
た
ゞ
分
枝
経
営
と
し
て
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
。」
と
。
し
た
が
つ
て
独

占
体
を
形
成
し
て
い
る
個
々
の
銀
行
が
、
各
々
独
立
性
を
維
持
し
て
い
る
か
否
か
で
そ
れ
に
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
な
る
名
称
を
あ
た
え
る
の
は
時
期

尚
早
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
は
、
自
ら
「
参
与
」
と
「
利
益
共
同
体
」
の
存
否
に
か
4

つ
て
く
る
。
し
か
し
こ
＼
で
断
つ
て
お
き
た
い
の
は
、
前
に
も
の
ベ

た
よ
う
に
、
後
者
は
、
独
自
の
コ
ン

ツ
ェ
ル
ン
形
成
要
素
で
は
な
く
他
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
要
素
、

て
か
4

る
も
の
と
な
る
が
ゆ
え
に
、
問
題
を
「
参
与
」
に
つ
い
て
の
み
限
つ
て
み
よ
う
。
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第
二
十
四
巻

確
保
し
た
。
…
•
•
•
そ
れ
（
銀
行
）
は
他
の
株
式
銀
行
に
た
い
す
る
友
好
関
係
を
、
そ
の
株
式
の
一
部
を
ー
も
つ
と
も
、
他
の
あ
る
株
主
よ
り
も

大
な
る
影
響
力
を
銀
行
に
た
い
し
行
使
す
る
た
め
に
の
み
必
要
な
だ
け
の
株
式
ー
確
得
し
、

ひ
き
っ
ゞ
き
所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
っ
と

も
簡
単
な
方
法
で
生
み
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
…
…
か
く
て
、
そ
れ
ら
（
ド
イ
ツ
諸
銀
行
）
は
比
較
的
少
い
出
資
で
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス

R
 

の
銀
行
が
完
全
買
収
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
手
段
に
よ
っ
て
の
み
到
着
し
た
の
と
同
じ
目
的
に
到
逹
す
る
」
と
。
こ
の
ラ
ン
ス
プ
ル
グ
の
叙
述
か
ら

す
れ
ば
、
銀
行
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
ド
イ
ツ
で
は
完
全
合
同
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
生
川
氏
の
議
論
も
全

く
根
拠
の
な
い
も
の
で
は
な
い
。
い
な
も
っ
と
も
至
当
な
議
論
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
お
な
じ
ラ
ン
ス
プ
ル
グ
は
他
の
箇
所
で
次
の
よ
う

に
も
の
べ
て
い
る
。
「
あ
ら
る
ゆ
地
方
の
諸
銀
行
は
、
い
ま
や
預
金
時
代
の
開
始
に
あ
た
っ
て
、
他
人
貨
幣
の
確
得
の
た
め
に
高
い
保
証
資
本

G
a
r
a
n
t
i
e
k
a
p
i
t
a
l
の
提
示
に
よ
る
顕
客
の
誘
致
よ
り
も
優
れ
た
方
法
が
ま
だ
あ
る
こ
と
に
ま
も
な
く
気
が
つ
い
た
。
資
本
を
ま
っ
た
＜
看
板

と
し
て
作
用
さ
せ
、
顕
客
が
や
っ
て
く
る
ま
で
受
動
的
に
ま
つ
か
わ
り
に
、
事
実
ま
た
積
極
的
に
出
て
ゆ
き
、
資
本
を
あ
ら
ゆ
る
市
区
や
大
都

市
に
出
張
所
や
支
店
を
設
立
す
る
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
た
び
意
識
的
な
地
方
分
散
化
の
こ
の
方
法
が
と
ら
れ
る
や
、
以
来
時
と

c
 

と
も
に
、
全
く
自
発
的
に
、
吸
収
お
よ
び
合
併
の
過
程
が
発
生
し
た
」
と
。
し
か
も
、
か
4

る
預
金
吸
収
の
み
が
ド
イ
ツ
に
お
け
る
銀
行
フ
ジ

オ
ン
の
重
要
な
要
因
と
な
る
の
み
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
の
銀
行
が
兼
営
銀
行
と
し
て
、
は
や
く
か
ら
石
炭
、
鉄
、
電
気
工
業
等
に
工
業
金
融
を

行
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
預
金
粂
務
と
な
ら
ん
で
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
、
設
立
、
発
行
、
証
券
業
務
に
よ
っ
て
フ
ジ
オ
ン
が
形
成
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
も
当
然
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、

と
く
に
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
フ
ジ
オ
ン
の
原
因
で
も
あ
ろ

う
。
ラ
ン
ス
プ
ル
グ
も
こ
の
ド
イ
ツ
に
独
特
な
フ
ジ
オ
ン
理
由
に
つ
い
て
「
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
交
互
計
算
貨
幣
お
よ
び
預
金
貨
幣
の
流
入
が
、

「
パ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

第
一
号
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第
一
号

―
―
七

新
た
な
、
よ
り
重
要
な
集
積
要
因
を
生
ぜ
し
め
る
以
前
に
、
す
で
に
合
併
理
由
は
存
在
し
た
し
、
結
合
を
も
た
ら
し
た
。
そ
し
て
今
日
も
な
ほ
、

こ
の
古
い
要
因
は
そ
の
ま
さ
有
力
で
あ
る
。
」
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
叙
述
か
ら
す
れ
ば
、
生
川
氏
の
言
葉
に
も
か
4
わ
ら
ず
、
フ
ジ
オ

ン
こ
そ
ド
イ

ツ
に
お
い
て
特
色
あ
る
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
「
現
存
企
業
の
合
併
が
、
ま
さ
に
信
用
業
務
が
証
券
業
務
と
結
び
つ

い
て
い
る
ド
イ
ッ
銀
行
に
た
い
し
て
提
供
す
る
利
益
が
、
か
く
も
大
で
あ
り
、
か
く
も
多
様
で
あ
る
か
ら
、
合
併
傾
向
は
ド
イ

ツ
銀
行
業
に
お

⑥
 

い
て
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
よ
り
も
ず
つ
と
強
力
に
あ
ら
わ
れ
る
は
ず
だ
」
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
先
に
ラ
ン
ス
プ
ル
グ
自
身
．

ド
イ
ツ
に
お
け
る
フ
ジ
オ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
ほ
ど
顕
著
で
な
い
の
は
、
「
参
与
」
制
度
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
発
展
し
た
か
ら
だ
と
い

い
、
生
川
氏
自
身
も
こ
れ
と
同
じ
意
見
で
あ
る
が
、
ま
た
他
面
に
お
い
て
、

フ
ジ
オ
ン
こ
そ
ド
イ

ツ
に
特
色
的
な
も
の
だ
と
い
う
。
こ
の
点
、

一
見
し
て
矛
盾
を
感
ず
る
の
で
あ
る
が
、
ラ
ン
ス
プ
ル
グ
の
叙
述
を
一
貫
し
て
流
れ
る
論
理
を
追
求
す
れ
ば
、
こ
の
外
見
的
矛
盾
は
解
消
す
る
。

ラ
ン
ス
プ
ル
グ
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
ド
イ
ッ
諸
銀
行
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
初
期
的
発
展
段
階
に
お
い
て
、
営
業
資
本
の

大
部
分
が
自
己
資
本
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、
銀
行
自
己
資
本
の
営
業
資
本
に
お
け
る
地
位
は
、
交

互
計
算
お
よ
び
預
金
貨
幣
の
よ
う
な
他
人
資
本
に
奪
わ
れ
る
。
い
ま
や
銀
行
利
得
は
、
ど
の
程
度
に
安
い
他
人
資
本
が
え
ら
れ
る
か
に
か
4
る

よ
う
に
な
る
。
だ
が
他
面
、
他
人
貨
幣
の
流
入
は
銀
行
の
信
用
に
か
＼
つ
て
い
る
か
ら
、
、
こ
の
こ
と
は
、
再
び
銀
行
自
己
資
本
拡
大
の
傾
向

⑦
 

を
も
た
ら
す
。
こ
れ
が
合
併
の
第
一
条
件
で
あ
る
。
次
に
第
二
の
外
的
条
件
が
加
わ
る
。
す
な
わ
ち
ド
イ

ツ
に
お
け
る
株
式
お
よ
び
取
引
所
法

の
特
殊
性
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
株
式
の
発
行
に
さ
い
し
て
、
資
本
の
ご
く
一
部
が
現
金
で
払
い
こ
ま
れ
、
残
り
の
大
部
分
ー

十
分
の
九
ー
は
必
要
に
応
じ
て
株
主
に
よ
っ
て
払
込
ま
れ
た
。
し
か
も
払
込
期
日
ま
で
、
そ
れ
は
「
参
与
」
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
払
込
責

「
バ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

第
二
十
四
巻



い
。
ラ
ン
ス
プ
ル
グ
は
こ
れ
を
同
一
の
過
稲
だ
と
述
べ
て
い
る
。

「
パ
ン
ク
・
ゲ
Jv

ヅ
ペ
」
に
つ
い
て

第
一
一
十
四
巻

任
額
を
表
示
す
る
に
と
ゞ
ま
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
ド
イ
ツ
で
は
、
株
式
お
よ
び
取
引
所
法
の
結
果
、
各
々
株
式
名
目
額
の
四
分
の
一
は
設
立
の

瞬
間
に
払
い
込
ま
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
取
引
所
取
引
は
禁
ぜ
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ
諸
銀
行
は
、
た
め
に
巨
大
な
資
本
額
を
必
要

と
し
、
こ
の
こ
と
は
必
然
的
に
合
併
を
促
進
す
る
方
向
へ
向
わ
せ
た
。
被
合
併
銀
行
は
そ
の
支
店
に
転
化
さ
れ
預
金
貨
幣
吸
収
機
関
と
な
る
。

与
え
、

小
銀
行
は
小
銀
行
の
方
で
大
銀
行
と
の
盲
目
的
な
競
争
の
中
に
ま
き
こ
ま
れ
る
か
わ
り
に
適
当
な
報
酬
に
た
い
し
て
こ
の
ん
で
自
ら
の
顧
客
を

か
く
て
大
銀
行
は
一
挙
に
新
た
な
預
金
吸
収
源
を
確
保
し
え
た
。
以
上
が
第
一
一
の
原
因
で
あ
る
。
ラ
ン
ス
プ
ル
グ
は
こ
の
よ
う
に
述
べ

た
の
ち
次
の
よ
う
に
い
う
「
も
し
、
ド
イ
ツ
大
銀
行
の
分
枝
が
今
日
と
く
に
急
速
に
発
展
を
す
る
と
す
れ
ば
、
…
•
•
•
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
株
式
銀
行
が
二

0
年
の
う
ち
に

―

1
0
か
ら
五
一
に
減
少
し
、
私
的
銀
行
が
、
そ
こ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
同
様
に
減
少
し
、
フ

R
 

ラ
ン
ス
で
大
銀
行
が
六

0
0
ー
七
五

0
の
支
店
を
設
立
し
た
の
と
同
じ
過
桓
で
あ
る
」
と
。
合
併
現
象
の
存
在
は
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
る
バ

ン
ク
・
グ
ル
ッ
ペ
の
形
成
は
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
と
同
様
に
ド
イ
ツ
に
も
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
こ
の
事
実
は
否
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

♦

[
）
＊
ら
‘

f
ヵ

つ
ゞ
い
て
相
異
が
は
じ
ま
る
。
す
な
わ
ち
合
併
に
よ
る
支
店
拡
大
の
停
滞
と
参
与
に
よ
る
そ
の
代
位
で
あ
る
。
ラ
ン
ス
プ
ル
グ
は
ま

ず
次
の
よ
う
に
殷
問
す
る
。
「
預
金
業
務
が
異
常
に
発
展
し
、
支
店
制
度
の
必
要
性
が
、
銀
行
に
た
い
し
高
度
に
さ
し
せ
ま
っ
た
最
近
に
お
い

⑳
 

て
、
支
店
網
の
完
成
が
、
事
情
が
そ
れ
を
認
め
さ
せ
期
待
せ
し
め
る
ほ
ど
急
速
な
テ
ム
ボ
で
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
」
の
は
な
ぜ
で
あ
る
か
と
。

理
由
は
、
か
れ
に
あ
っ
て
は
一
二
つ
あ
る
。
さ
き
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
日
帝
国
銀
行
の
巨
大
な
支
店
網
に
よ
る
圧
迫

目
支
店
監
督
費
の
問
題

国
参
与
制
度
の
発
生
で
あ
る
。
と
く
に
第
三
の
要
因
は
重
要
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
「
参
与
」
に
よ
る
銀
行
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
形
態
の
発

第
一
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生
が
合
併
に
よ
る
銀
行
結
合
に
と
つ
て
か
わ
っ
た
段
陥
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
銀
行
コ
ン

ツ
ェ
ル
ン
は
、
ド
イ
ツ
の
銀
行
結
合

、
、
、
、

を
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
に
対
し
て
一
般
的
に
暁
徴
ず
け
る
も
の
で
は
な
く
て
、
た
ゞ
特
殊
な
段
階
に
生
ま
れ
た
歴
史
的
産
物
と
し
て
、
一
定
の
時

⑪
 

代
に
お
い
て
の
み
い
い
う
る
こ
と
で
あ
る
。
他
の
論
文
『
参
与
制
度
の
危
険
性
』
の
な
か
で
ラ
ン
ス
プ
ル
グ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
し
か
し

ェ
ル
ン
の
形
成
が
、

第
一
号

―
―
九

―
つ
の
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
参
与
原
理

B
e
t
e
i
l
i
g
u
n
g
s
p
r
i
n
z
i
p
は
こ
れ
ま
で
に
、

ま
だ
一
度
も
厳

格
な
能
力
試
験
を
経
て
い
な
い
。
そ
れ
は
一
般
に
ま
だ
い
か
な
る
歴
史
さ
え
も
た
な
い
。
異
な
っ
た
銀
行
の
間
の
偶
然
的
な
結
合
は
事
実
、
す

で
に
数
十
年
前
に
結
ば
れ
た
が
、
再
び
解
消
さ
れ
た
。
だ
が
、
多
く
の
他
の
機
関
に
た
い
す
る
資
本
参
与
に
よ
っ
て
、
指
導
的
機
関
に
比
較
的

、
、
、
、
、
、

小
額
の
出
資
で
地
理
的
に
も
経
済
的
に
も
広
汎
な
人
口
の
流
通
貨
幣
に
た
い
す
る
支
配
権
を
与
え
る

n

ン
ツ
ェ
ル
ン
を
作
る
こ
と
は
、
全
く
最

⑫
 

近
の
こ
と
で
あ
る
。
参
与
制
度
に
つ
い
て
は
、
や
っ
と
数
年
以
来
語
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
。
す
な
わ
ち
正
確
に
の
べ
る
と
一
八
九
五
年
以

後
に
属
す
る
現
象
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
ラ
ン
ス
プ
ル
グ
が
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
参
与
制
度
」
の
発
展
が
、
ま
た
そ
れ
に
よ
る
コ
ン
ツ

フ
ジ
オ
ン
の
継
続
的
発
展
を
阻
止
し
た
と
い
う
場
合
、
生
川
氏
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
一
般
に
、
ド
イ
ツ
で
の
銀
行
集
中

は
銀
行
n

ン
ツ
ェ
ル
ン
の
形
態
を
と
り
」
「
そ
の
集
中
が
合
同
形
式
に
よ
ら
な
い
」
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
と
異
る
の
で
あ
る
。
生
川
氏

は
、
か
れ
の
完
全
合
同
否
定
論
を
ド
イ
ツ
に
一
般
的
な
も
の
と
し
て
理
解
し
、
そ
れ
に
代
う
る
に
銀
行
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
論
を
展
開
さ
れ
る
の
で

あ
る
が
、
ラ
ン
ス
プ
ル
グ
に
あ
っ
て
は
「
参
与
」
に
よ
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
形
成
は
、
少
な
く
と
も
二
〇
批
紀
に
は
い
つ
て
か
ら
ド
イ
ツ
に
支
配

的
と
な
っ
た
新
現
象
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
、

「
パ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

な
が
ら
、
こ
の
際
、

ラ
ン
ス
プ
ル
グ
に
あ
っ
て
は
、
決
し
て
ド
イ
ツ
銀
行
制
度
史
の
な
か
に
合
併
を
否
定
す
る
も
の

で
は
な
く
、
七

0
年
と
く
に
八
三
年
以
降
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
場
合
と
同
様
に
ド
イ
ツ
に
支
配
的
な
銀
行
集
中
形
態
と
み
な
す
。

第
二
十
四
巻
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f
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i
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＇
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＃
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「
パ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

第
一
号

一
八
七

0
ー
一
八

い
た
の
で
あ
る
。
プ
ロ
ビ
ン
チ
ァ
ル
・
バ
ン
ク
に
み
ら
れ
る
参
与
が
そ
う
で
あ
り
、
南
ド
イ
ツ
銀
行
リ
ン
グ
に
お
け
る
参
与
が
、
そ
れ
に
属
す

る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
第
一
に
、
こ
の
先
駆
的
な
、
初
期
的
な
参
与
が
、
今
日
わ
れ
わ
れ
の
い
う
よ
う
な
独
占
企
業
体
と
し
て
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

を
形
成
す
る
要
因
と
し
て
の
参
与
で
あ
っ
た
か
い
な
か
、
を
検
当
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
八
九
五
年
以
後
に
あ
ら
わ
れ
る
「
参

与
」
の
性
格
を
理
解
す
る
う
え
に
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
か
4

る
偶
然
的
な
参
与
を
抽
象
し
て
考
え
た
場
合
、

九
五
年
の
二
五
年
間
に
ド
イ
ッ
諸
銀
行
集
中
を
支
配
し
た
形
態
が
な
ん
で
あ
っ
た
か
を
知
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
結
論
は
、
ラ
ン
ス
プ
ル

グ
に
よ
っ
て
あ
た
え
ら
れ
た
一
応
の
結
論
の
確
認
を
他
の
文
叡
を
と
お
し
て
更
に
強
め
る
こ
と
で
あ
る
。

初

期

的

参

与

形

態

プ
ロ
ビ
ン
チ
ア
ル
・
バ
ン
ク
に
お
け
る
参
与
。

ド
イ
ツ
諸
銀
行
内
部
に
お
け
る
「
参
与
」
の
歴
史
を
た
ど
る
場
合
、
そ
の
先
駆
形
態
を
一
八
七

0
年
代
の
い
わ
ゆ
る
「
プ
ロ
ビ
ン
チ
ア
ル
・

バ
ン
ク
」
の
設
立
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
一
八
七

0
年
六
月
―
一
日
の
新
株
式
会
社
法
お
よ
び
巨
額
な
フ
ラ
ン
ス
賠

償
金
の
流
入
を
よ
び
水
と
し
て
、
私
的
銀
行
業
の
株
式
銀
行
へ
の
転
化
、
新
株
式
会
社
設
立
の
嵐
が
お
こ
っ
た
が
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
相
応

し
て
、
各
地
に
お
け
る
ド
イ
ッ
諸
銀
行
で
は
、
み
ず
か
ら
の
活
動
の
分
野
を
拡
大
し
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
独
自
の
せ
ま
い
市
場
の
外
部
に
支

店
を
殷
立
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
集
積
運
動
は
一
八
七

0
年
以
前
に
は
、
商
工
業
銀
行
、
中
部
ド
イ
ツ
信
用
銀
行
、

夕
信
用
会
社
に
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
か
の
集
積
過
租
よ
う
に
も
つ
ば
ら
新
支
店
の
設
立
に
注
が
れ
た
が
一
八
七

0
年
以
降
に
お
い
て
は
、

つ
の
新
し
い
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
既
存
銀
行
の
集
中
で
あ
っ
て
、
わ
が
大
銀
行
に
よ
る
「
プ
ロ
ビ
ン
チ
ア
ル
」
バ
ン
ク
の
設
立
も

第
二
十
四
巻

コ
プ
ル
グ
・
ゴ
ー



表

所 在 地 存続期間 百名万目マ資ル本ク 1百払万入マ資ル本ク 清 算 比

Berlin 1871---1878 30 18 88 1/3 

Berlin 1872-1878 12 6 18 5/6 

Stuttgart 1872~1873 I ， 3.6 92 17/25 

Berlin 1872-1873 7.5 3 82 11/12 

Breslau 1872-1874 3 3 81 5/6 

Berlin 1872-1875 6 2.4 ？ 

Leipzig 1873-1876 1.5 1.5 100 

プ
ロ
ビ
ン
チ
ア
ル
、
バ
ン
ク
と
は
「
他
の
あ
る
銀
行
に
よ
っ
て
、
そ
の
銀
行
が
本
拠
を

②
 

有
す
る
場
所
に
設
立
さ
れ
た
銀
行
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
リ
ー
セ
ル
の
い
う
娘
銀
行

③
 

T
o
c
h
t
e
r
b
a
n
k
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
お

4
く
の
場
合
、

地
方
に
再
び
支
店
を
設
立
す
る
。

ゆ
え
に
、
そ
の
活
動
は
非
常
に
制
限
さ
れ
、
し
か
も
充
分
な
活
動
力
を
う
る
に
到
ら
ぬ
う

ち
に
、
自
己
の
力
を
こ
え
る
支
店
の
設
立
を
行
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
銀
行
は
成

④
 

立
の
瞬
間
か
ら
「
死
因
」

(
T
o
d
e
s
k
e
i
m
)
を
内
に
ひ
そ
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
全
プ
ロ
ビ
ン
チ
ア
ル
・
バ
ン
ク
は
、
設
立
後
数
年
に
し
て
崩
壊
し
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
現
在
で
は
全
く
歴
史
的
興
味
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

一
八
七
一
年
と
一
八
七
二
年
に
ベ
ル
リ
ン
に
四
つ
の
か
＼
る
「
プ
ロ
ビ
ン
チ
ア
ル
・
バ

（註）
ま
4
使
用
し
た
。

上
の
表

だ
が
、
そ
れ
は
親
銀
行
の
所
在
地
に
設
立
さ
れ
る
が

設
立
後
た
ゞ
ち
に
一
定
の
州
や

時
代
の
こ
の
傾
向
を
反
映
せ
る
も
の
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。

「
バ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

第
二
十
四
巻

第
一
号

三

あ
と
に
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
プ
ロ
ビ
ン
チ
ァ
ル
・
バ
ソ
ク
は
首
都
ベ
ル
リ
ソ
に
た
い
し

プ
ロ
ビ
ン
ツ
•
バ
ン
ク
①

て
各
地
方
に
存
在
す
る
地
方
銀
行
の
こ
と
で
は
な
い
。
ウ
ァ
リ
ヒ
が
い
う
よ
う
に
、
そ
の
頭

に
プ
ロ
ビ
ソ
チ
ァ
ル
と
い
う
楔
識
を
つ
け
た
に
す
ぎ
な
い
銀
行
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
地
方

銀
行
」
と
は
本
質
的
に
こ
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
混
同
を
さ
け
る
た
め
、
あ
え
て
原
名
を
そ
の



第

Provinzial -Discon togesellschaf t 

銀 行
「
パ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

名

Gewerbebank H. Schuster & CO. 

Allgemeine Deutsche Kreditanstalt 

設

Berliner Discontogesellschaft 

Provinzial-Gewerbe bank 

S iiddeu tsche Provinzialbank 

Provinzial-Wechslerbank 

Provinzial-W echslerbank 

Provinzial-Maklerbank 

Allg. Deutsche Filialen-
Kreditanstalt 

Schuster Bank 

立

Berliner Wechslerbank 

Breslauer Bankfirmen 

者

？
 

［プロビンチアル・バソク］（5)

ン
グ
」
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
も
っ
と
も
重
要
な
地
位
を
し
め
た
の
は
、
デ
ィ
ス

コ
ン
ト
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
に
よ
っ
て
三
千
万
タ
ー
レ
ル
の
名
目
資
本
で
設
立
さ
れ
た
ベ

ル
リ
ン
・
プ
ロ
ビ
ン
チ
ア
ル
・
デ
ィ
ス
コ
ン
ト
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
（
株
式
会
社
）

P
r
o
v
in,

⑥
 

z
i
a
l
,
D
i
s
c
o
n
t
o
,
G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
 
in 
B
e
r
l
i
n
で
あ
る
c

そ
れ
は
設
立
後
た
ゞ
ち
に
ハ
ノ

ー
バ
ー
、
ベ
ル
ン
プ
ル
グ
、

プ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
グ
、

「
プ
ロ
ピ
ン
チ
ア
ル
」

第
一
号

シ
ュ
ト
ラ
ス
プ
ル

グ
、

般
に
従
来
独
立
的
な
私
的
銀
行
業
を
変
更
し
て
、
新
し
い
組
織
形
態
の
も
と
に
、
「
プ
ロ
ビ

ン
チ
ア
ル
」
バ
ン
ク
の
機
構
に
、
く
み
入
れ
ら
れ
る
。
我
々
の
興
味
の
対
象
は
、
こ
と
に

プ
ロ
ビ
ン
チ
ア
ル
・
デ
ィ
ス
コ
ン
ト
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
ェ
ル
ベ
ル
フ
ェ
ル
ト
の
ベ
ル

グ
・
マ
ル
ク
銀
行
お
よ
び
ア
ー
ヘ
ン
の
ア
ー
ヘ
ン
・
デ
ィ
ス
コ
ン
ト
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト

と
の
関
係
で
あ
る
。
プ
ロ
ビ
ン
チ
ア
ル
・
デ
ィ
ス

n

ン
ト
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
は
ニ
ル
ベ

ル
フ
ェ
ル
ト
に
ベ
ル
グ
・
マ
ル
ク
銀
行
を
、
ア
ー
ヘ
ン
に
ア
ー
ヘ
ン
・
デ
ィ
ス
コ
ン
ト
ゲ

ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
を
設
立
し
、
そ
の
各
々
に
五

0
0
0
タ
ー
レ
ル
以
上
の
株
式
で
参
与
し
た

⑧
 

の
で
あ
る
。

第
二
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四
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ハ
ム
メ
ル
ン
、

： 

・
バ
ン
ク
の
支
店
は
新
し
く
設
立
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
。

〈
ム
プ
ル

グ
、
デ
ュ
イ
ス
プ
ル
グ
、

⑦
 

，
ー
レ
に
支
店
を
設
立
し
た
。



④
R
i
e
s
s
e
r
,
 a. 
a. 
0
.
 

③
R
i
e
s
s
e
r
,
 a. 
a. 
0
.
 

R

W

 
allich, 
a. 
a. 
0
.
 

①

W

 
allich
;
 a. 
a. 
0
.
 

註 （註）

，
 

プ
ロ
ビ
ソ
チ
ア
ル
・
デ
ィ
ス
コ
ソ
ト
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
は
そ
の
他
に
ハ
ー
レ
連
合
銀
行
（
H
a
l
l
e
s
c
h
e
r
B
a
n
k
v
e
r
e
i
n
)

に
も
参
与
し
た
。

い
ま
や
、
参
与
制
度
の
初
期
的
形
態
を
、
こ
＼
に
発
見
し
う
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
代
に
み
ら
れ
る
「
参
与
」
は
一
八
九
五
年
以
降
に
み
ら

れ
る
参
与
制
度
に
た
い
し
て
、
な
ん
ら
か
の
必
然
的
な
関
係
な
い
し
は
類
似
性
を
も
つ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
独
占
形
成
要
因
と
し

て
の
参
与
で
あ
ろ
う
か
。

う
よ
う
に
、
「
そ
れ
は
、
ま
ず
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
全
実
業
界
を
襲
っ
た
純
粋
な
投
機
的
活
動
す
な
わ
ち
現
在
の
最
気
を
出
来
る
だ
け
利
用
し

⑩
 

尽
そ
う
と
い
う
欲
求
か
ら
生
じ
た
」
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
独
占
形
成
手
段
と
し
て
、
す
な
わ
ち
銀
行
集
中
手
段
と
し
て
確
立
さ
れ
、
支
配
的

形
態
と
な
る
に
い
た
っ
た
一
八
九
五
年
以
降
の
も
の
と
は
本
質
的
に
異
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
か
く
て
、

の
恐
慌
を
契
機
と
し
て
ア
ー
ヘ
ン
・
デ
ィ
ス
コ
ン
ト
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
は
崩
壊
し
、

ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
自
身
、

い
な
。
た
ん
に
、
そ
れ
が
偶
然
的
あ
る
い
は
局
部
的
な
現
象
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
ワ
ー
リ
ヒ
の
い

一
八
七
八
年
以
来
デ
ィ
ス
コ
ン
ト
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
に
吸
収
さ
れ
る
連
命
に
あ
っ
た
。

(
。
フ
ロ
ビ
ソ
チ
ア
ル
・
デ
ィ
ス
コ
ン
ト
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
崩
壊
過
程
に
関
し
て
は

D
a
b
r
i
t
z
`
G
r
i
i
n
d
u
n
g

u
n
d
 
A
n
f
a
n
g
e
 
d
e
r
 
D
i
s
c
o
n
 to, 

G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
 
Berlin. S
.
 
2
1
9
-
-
2
2
0
.
 

W
a
l
l
i
c
h
,
 
a. 
a. 
0
.
 S
.
 
2
2
-
-
2
3
.

を
参
照
さ
れ
た
い
。）

「
パ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

ぃ り

1
7
.
 

1
7
.
 

S
.
 
5
4
4
.
 

s. 5
4
4
.
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つ
ゞ
い
て
発
生
す
る
一
八
七
三
年

つ
い
に
は
、
プ
ロ
ビ
ン
チ
ア
ル
・
デ
ィ
ス
コ
ン
ト
、
ゲ

第
一
号
J

―
二
四



行、 目

「
バ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ベ
」
に
つ
い
て

a. 
a. 
0
.
 

南
ド
イ
ツ
銀
行
リ
ン
グ
に
お
け
る
参
与
。

「
参
与
」
に
か
ん
す
る
他
の
例
を
わ
れ
わ
れ
は
一
八
七

0
年
当
時
の
「
南
ド
イ
ッ
銀
行
リ
ン
グ
」
の
な
か
に
見
い
だ
す
。
前
論
文
す
な
わ
ち

こ
の
研
究
の
序
論
を
な
す
箇
所
で
の
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ド
イ
ッ
諸
銀
行
支
店
網
の
拡
大
は
二
つ
の
方
向
を
と
つ
て
発
展
し
て
来
た
。
第

一
の
過
租
は
一
八
五

0
年
代
に
は
じ
ま
る
「
地
方
か
ら
ベ
ル
リ
ン
ヘ
」
の
拡
大
過
程
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
商
工
業
銀
行
、
中
部
ド
イ
ツ
信
用
銀

コ
プ
ル
グ
・
ゴ
ー
タ
信
用
会
社
が
主
導
的
役
割
を
は
た
し
た
。
わ
が
商
工
業
銀
行
（
グ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
銀
行
）
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・

ア
ム
・
マ
イ
ン
に
代
理
店
を
開
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ー
お
4
く
の
場
合
「
コ
マ
ン
デ
ィ
テ
」
の
形
態
を
と
つ
て
い
た
が
ー
支
店
制
度
の
拡

⑩

W
a
l
l
i
c
h
,
 

⑨

V
g
l
.
 
D
a
b
r
i
t
z
`
a
.
 
a. 
0
.
 

V
 gl. 
W
 allich, 
a. 
a. 
0
.
 

⑧ 

V
g
l
.
 
R
i
e
s
s
e
r
,
 
a. 
a. 
0・ 

Vgl•Dabritz, 

a. 
a. 
0
.
 

(

Vgl•Diibritz, 

a. 
a. 
0
.
 

⑥ 

s. 
2
1
8
.
 

V
g
l
•
D
a
b
r
i
t
z

疇
a
.

a. 
0
.
 

V
g
l
.
 
P
a
u
l
 M
o
d
e
l
,
 D
i
e
 g
r
o
s
s
e
n
 
B
e
r
l
i
n
e
r
 
E
f
f
e
k
t
e
n
b
a
n
k
e
n
 
v
o
n
 D
r
.
 
jur. 

E
r
n
s
t
 L
o
e
b
,
 J
e
n
a
,
 1
8
9
6
.
 

⑤

W
a
l
l
i
c
h
,
 
a. 
a. 
0
 
• 

. r.n s. 
2
1
7
-
2
1
9
.
 

s. 
5
4
5
・
 

s. 
2
1
8
.
 

s. 
り の

2
6
.
 

21. 

s. 
2
1
9
.
 

2
0
.
 

1
9
.
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二
十
四
巻

第
一
サ

―
二
五



B
a
n
k
)
 

五
年
に
設
立
さ
れ
た
発
券
銀
行
南
ド
イ
ツ
銀
行
に
も
と
ず
い
て
、

一
八
七

0
年
ま
で
に
グ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
銀
行
は
、
ベ
ル
リ
ン
、

「
パ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

大
に
の
り
だ
し
た
。

ラ
ウ
、
ラ
ィ
プ
チ
ヒ
、
ウ
ィ
ー
ン
、

銀
行
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
拡
大
し
よ
う
と
し
た
。

第
二
十
四
巻

マ
イ
ン
ツ
、

一
八
八
一
年
に
は
ビ
ュ
ル
テ
ン
プ
ル
グ
銀
行

(
W
i
i
r
t
t
e
m
b
e
r
g
i
s
c
h
e
B
a
n
k
a
n
s
t
a
l
t
)
、 マ

ン
〈
イ
ム
、

〈
イ
ル
プ
ロ
ン
、
プ
レ
ス

シ
ュ
ト
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
支
店
を
設
立
し
た
。
い
ま
や
一
八
七

0
年
の
「
設
立
時
代
」
を
境
と
し
て
異
っ
た
方

向
が
現
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
ベ
ル
リ
ン
大
銀
行
の
一
員
と
な
っ
た
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
銀
行
は
地
方
に
進
出
し
始
め
る
。
同
行
に
よ
っ
て
一
八
五

一
八
七
一
年
南
ド
イ
ツ
土
地
信
用
銀
行

(Si.iddeutsche
B
o
d
e
n
k
r
e
d
i
t
、

b
a
n
k
 i
n
 M
i
i
n
c
h
e
n
)
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
、
南
ド
イ
ツ
不
動
産
会
社

(
S
t
i
d
d
e
u
t
s
c
h
e
I
m
m
o
b
i
l
i
e
n
g
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
 
i
n
 M
a
i
n
z
)
が
マ

イ
ン
ツ
に
設
立
さ
れ
た
。
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
銀
行
は
、
こ
の
銀
行
リ
ン
グ
を
、
お
＼
く
の
場
合
、
自
ら
設
立
し
た
証
券
銀
行
を
同
時
に
引
き
こ
み

〈
ン
ガ
リ
ー
割
引
・
手
形
銀
行
（
U
n
g
a
r
i
s
c
h
e
E
s
k
o
m
p
t
e
,
u
n
d
 W
e
c
h
s
e
l
b
a
n
k
)
が
こ
の
リ
ン
グ
の
中
に
組
入
れ
ら
れ
た
。

こ
の
「
南
ド
イ
ツ
銀
行
リ
ン
グ
」

(
S
i
.
i
d
d
e
u
t
s
c
h
e
r
B
a
n
k
e
n
r
i
n
g
)

の
経
済
的
基
礎
は
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
銀
行
の
手
中
に
あ
る
リ
ン

R

⑧

 

グ
加
盟
銀
行
の
株
式
で
あ
る
。
外
的
標
識
と
し
て
、
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
銀
行
の
他
の
銀
行
に
対
す
る
重
役
派
遣
で
あ
る
。
こ

4

に

も

ま

た

「
参
与
」
の
他
の
例
を
見
出
す
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
リ
ン
グ
を
も
つ
て
独
占
的
銀
行
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
み
な
し
う
る
で
あ
ろ
う

か
。
ふ
た
＼
び
「
い
な
」
で
あ
る
。
ウ
ァ
リ
ヒ
は
、
こ
の
南
ド
イ
ツ
銀
行
リ
ン
グ
に
か
ん
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
こ
の
商
工
業
銀
行
の
集
積

連
動
に
お
い
て
、
す
で
に
プ
ロ
ビ
ン
チ
ア
ル
・
バ
ン
ク
の
設
立
に
あ
た
つ
て
見
ら
れ
た
二
つ
の
要
因
が
再
現
す
る
。
他
の
南
ド
イ
ッ
諸
銀
行
に

対
す
る
そ
の
密
接
な
関
係
は
、
商
工
業
銀
行
に
、
外
部
地
区
に
た
い
し
て
自
己
の
目
的
を
有
限
責
任
の
も
と
に
促
進
し
逹
成
す
る
可
能
性
を
あ

第
一
号

一
八
七
七
年
と
一
八
七
八
年
の
間
に
は

一
八
七
一
年
に
は
ア
ム
ス
テ
ル
グ
ム
銀
行

(
A
m
s
t
e
r
d
a
m
e
r
 

1
 

1

一六



つ
と
も
、

「
バ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

一
八
七

0
年
の
「
設
立
時
代
」
は
や
が
て
、

か
4

る
も
の
と
し
て
完
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

与
と
は
、
お
＼
よ
そ
関
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

rーノB

清

算

お

よ

び

合

併

rr
 

か
＼
る
例
外
的
参
与
を
の
ぞ
け
ば
、

第
一
号

―
二
七

④
 

た
え
た
。
銀
行
は
、
そ
れ
と
な
ら
ん
で
、
外
的
に
独
立
な
プ
ロ
ビ
ン
チ
ア
ル
・
バ
ン
ク
を
設
立
す
る
の
と
同
じ
利
得
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
。
」

⑥
 

し
か
も
か
＼
る
リ
ン
グ
の
設
立
は
全
く
プ
ロ
ビ
ン
チ
ア
ル
・
バ
ン
ク
と
同
様
に
投
機
的
な
も
の
で
あ
る
。
「
一
八
七
一
年
以
来
に
発
生
し
た
商

工
業
銀
行
の
活
動
と
権
力
を
同
時
に
様
々
な
方
向
に
拡
大
し
よ
う
と
す
る
努
力
は
、
同
時
代
に
プ
ロ
ビ
ン
チ
ア
ル
バ
ン
ク
の
設
立
に
従
事
し
た

⑥
 

よ
う
な
銀
行
の
、
類
似
的
な
努
力
と
全
く
同
様
に
、
設
立
時
代
の
投
機
的
性
格
を
多
分
に
も
つ
て
い
」
た
。
か
く
て
、
た
と
え
ば
一
八
七
二
年

て
、
販
売
や
清
算
の
た
め
減
少
し
一
八
八
九
年
に
は
、
や
っ
と
三
百
万
マ
ル
ク
を
こ
え
る
程
度
で
あ
っ
た
。
か
く
て
南
ド
イ
ツ
銀
行
リ
ン
グ
に

お
け
る
「
参
与
」
は
プ
ロ
ビ
ン
チ
ア
ル
・
バ
ン
ク
と
同
様
に
、
全
く
投
機
的
な
も
の
で
あ
り
、
独
占
的
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
形
成
要
因
と
し
て
の
参

一
八
七

0
年
か
ら
一
九
世
紀
を
通
じ
て
支
配
的
な
集
中
形
態
は
フ
ジ
オ
ン
（
完
全
合
同
）
で
あ
る
。
も

フ
ジ
オ
ン
は
七

0
年
代
初
期
か
ら
独
自
の
形
態
で
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
前
に
も
の
べ
た
よ
う
に
清
算
過
程
か
ら
漸
時
的
に

さ
れ
た
株
式
銀
行
が
、
強
力
な
銀
行
を
介
し
て
次
々
に
解
体
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
清
算

L
i
q
u
i
d
a
t
i
o
n
の
過
程
で
あ
る
。

ず
い
て
、
清
算
銀
行
は
そ
の
資
産
の
大
部
分
を
他
の
強
力
な
銀
行
に
引
渡
す
。
そ
の
対
価
は
清
算
銀
行
の
貸
方
に
記
入
さ
れ
、

に
お
け
る
約
五
百
万
マ
ル
ク
の
参
与
額
は
、

一
八
七
三
年
の
恐
慌
と
な
っ
て
そ
の
矛
盾
を
激
発
し
、
濫
立
会
社
の
清
掃
過
租
と
な
る
。
湮
設

第
二
十
四
巻

一
八
七
五
年
に
は
千
万
マ
ル
ク
に
上
昇
し
た
が
、

一
定
の
協
約
に
も
と

一
定
の
期
日
に

一
八
七
六
年
に
は
、
わ
ず
か
な
例
外
を
の
こ
し



V
 e
r
e
i
n
s
b
a
n
k
)

は
一
八
六
四
年
以
降
存
在
し
て
い
る
、

一
八
七
六
年
初
期
に
は
ド
イ
ツ
銀
行
に
よ
っ
て
清

第
二
十
四
巻

そ
の
株
主
に
対
し
清
算
代
行
銀
行
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
。
か
4

る
過
程
は
純
粋
な
清
算
形
態
で
あ
る
が
、
そ
し
て
初
期
の
清
算
に
あ
っ
て
は
、

個
々
の
資
産
の
引
受
が
問
題
で
あ
る
が
、
次
第
に
そ
の
主
要
部
分
が
、
清
算
代
行
銀
行
に
移
行
す
る
よ
う
に
な
る
。
清
算
会
社
が
内
的
に
健
全

で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
資
産
が
価
値
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
か
4

る
過
程
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
「
し
た
が
つ
て
外
面
的
に
、
清
算
形

態
は
、
漸
時
フ
ジ
オ
ン
に
生
長
し
、
八

0
年
代
に
お
け
る
場
合
は
全
く
そ
れ
に
近
ず
」
＜
。
た
と
え
ば
、
ド
イ
ッ
銀
行
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
連

⑦
 

合
銀
行
の
場
合
の
よ
う
に
、
前
者
は
後
者
の
総
債
権
、
債
務
を
、
そ
の
対
価
総
額
支
払
に
対
し
て
引
受
け
た
。
（
フ
ジ
オ
ン
）
。
協
約
に
も
と
ず

く
、
個
別
資
産
の
引
受
と
平
行
し
て
他
の
フ
ジ
オ
ン
形
態
が
発
生
す
る
。
す
な
わ
ち
清
算
代
行
銀
行
は
、
他
銀
行
の
株
式
を
一
定
の
価
格
で
購

R
 

入
す
る
か
、
ま
た
は
そ
れ
を
担
保
に
貸
付
を
お
こ
な
ふ
場
合
で
、
資
本
は
、
清
算
の
終
了
を
ま
た
ず
に
清
算
銀
行
の
株
主
の
手
に
還
流
す
る
。

清
算
は
、
た
と
え
ば
一
八
七
三
年
末
、
ベ
ル
リ
ン
と
ド
レ
ス
デ
ン
に
お
い
て
ほ
ゞ
同
じ
頃
発
生
し
た
。
ま
た
類
似
現
象
は
、

一
八
七
―

l
七
二

年
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
で
発
生
し
た
。
す
な
わ
ち
フ
ラ
ク
フ
ル
ト
の
ド
イ
チ
ェ
・
フ
ェ
ラ
イ
ン
ス
バ
ン
グ

(
D
e
u
t
s
c
h
e

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
フ
ェ
ラ
ィ
ン
ス
カ
ッ
セ

(
F
r
a
n
k
f
u
r
t
e
r
V
e
r
e
i
n
s
k
a
s
s
e
)
 

を
フ
ジ
オ
ン
に
よ
っ
て
吸
収
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
で
は
、
ド
ィ
チ
ェ
・
ウ
ニ
オ
ン
バ
ン

ク

(
D
e
u
t
s
c
h
e
U
n
i
o
n
b
a
n
k
)
が

一
八
七
三
年
以
来
、

(
W
t
i
r
t
e
m
b
e
r
g
i
s
c
h
e
 V
e
r
e
i
n
s
b
a
n
k
)

が
シ
ュ
ト
ッ
ト
ガ
ル
ト
銀
行
の
清
算
に
強
力
に
参
加
し
た
。
ま
た
先
に
の
べ
た
、
ド
イ
ツ
ウ
ニ
オ

ン
バ
ン
ク
は
一
八
七
一
年
の
一
―
•
五
％
の
配
当
率
か
ら
完
全
な
無
配
当
状
態
に
転
落
し
、

算
さ
れ
た
。
こ
れ
に
先
ん
じ
て
、
ベ
ル
リ
ン
・
バ
ン
ク
フ
ェ
ラ
イ
ン
が
清
算
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
八
七
一
年
と
七
二
年
に
お
け
る

一
六
％

次
表
の
ご
と
ぎ
諸
銀
行
の
清
算
に
参
加
し
た
。

「
バ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

シ
ュ
ト
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
は
、

一
八
七
五
年
以
来
ビ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
・
フ
ェ
ラ
イ
ン
ス
バ
ン
ク

第
一
号

―
二
八



第三表

l所
Berlin 

Padersteinscher Bankverein 

Generalbank 
f. Maklergeschafte 

Kommissions-u. Maklerbank 

行

ドイツ・ウニオ‘ノバソクによつて湾算された銀行

地□葎呵何り『さ鰐r阿’’ミ
i1871-18741 15 I 57 2/5 
| 

| 1873 7.5 100 14/15 

I 
[1872-18731 3 I 113 3/4 I 

I _ _I 

il872-18731 3 1107 1/12 I 

銀

Berliner Wechselbank 

名 在

「
バ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

Berlin 

Berlin 

Berlin 

第四表

銀 行 名

Deutsche Unionbank 

Berliner Bankverein 

Berliner Wechslerbank 

Frankfurter Bankverein 

Allg. Depositenbank 

Elberfelder Disconto-und 
W echselbank 

Niederlausitzer Bank 

ドイツ銀行によつて清算した銀行

I所在地 l存続期間
隣本金百濡―算ー率I 1万マルク ％ 

: 
-------

1871-1876¥ 36 I 91 ~ 

Berlin |1871~1875 18 100 1/6 

Berlin. 11871-187 41 15 ! 57 ・ 2/5 

Frank- 1 | 
furt 1871-1886¥ 9.66 i 104 1/2 

Brlin 1871~1873 9 95 1/30 

Elber-
feld 1872-187 41 6 

kottbus 1871~1888 2.25 105 1/3 

80 

第
二
十
四
巻
第
一
サ

―
―
―
九

同
様
な
過
租
は
ザ
ク
セ
ン
地
方
に
も
み
ら
れ
る
。
五

0
年
代

•
ウ
ニ
オ
ン
バ
ン
ク
の
清
算
に
よ
っ
て
、
当
然
ベ
ル
リ
ン
・
ベ
ク

ス
レ
ル
バ
ン
ク

(
B
e
r
l
i
n
e
r
W
e
c
h
s
l
e
r
 B
a
n
k
)

の
清
算
遂

ン
ク
フ
ル
ト
・
バ
ン
ク
フ
ェ
ラ
イ
ン

(
F
r
a
n
k
f
u
r
t
e
r

B
a
n
k
,
 

デ
ル
ラ
ウ
ヂ
ッ
ツ
銀
行

(
N
i
e
d
e
r
l
a
u
s
i
t
z
e
r
B
a
n
k
)
 

算
を
代
行
す
る
に
お
よ
ん
で
、
従
来
の
清
算
形
態
は
フ
ジ
オ
ン

⑨
 

形
態
に
漸
次
移
行
す
る
。
か
く
て
、
ド
イ
ツ
銀
行
は
、
ま
ず
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
支
店

(Filiale)
を
も
つ
こ

⑩
 

と
に
な
る
。

の
清

k
v
e
r
e
i
n
)

の
清
算
を
一
八
八
八
年
に
は
コ
ト
ブ
ス
の
ニ
ィ
ー

が
二
八
八
六
年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
の
フ
ラ

行
も
ド
イ
ッ
銀
行
の
手
に
移
行
し
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ッ
銀
行

行
の
も
と
に
清
算
を
余
俄
な
く
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
ド
イ
ツ

は
五
•
五
％
お
よ
び
四

，

•
五
％
へ
と
下
落
し
、
遂
に
ド
イ
ッ
銀

お
よ
び
一
八
％
の
配
当
率
は
、

一
八
七
三
年
お
よ
び
七
四
年
に



第五表 ドレスデ‘ノ銀行によつて清算された銀行

銀 行 名 所 在 地 ！ 存 続 期 間 l喜門舟門清算率％

Thiiringische Bank Sonders- 1855---1878 15 91 7/12 
hausen 

Sachsische Kreditbank Dresden 1871-1877 6 109 1/12 

Dresdner Handelsbank Dresden 1872---1873 3 104 1/3 

Sachsischer Bankverein Dresden 1872-1874 1.75 91 4/5 

た
清
算
と
フ
ジ
オ
ン
は
、

第
二
十
四
巻

―11]0 

に
設
立
さ
れ
た
発
券
銀
行
た
る
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
銀
行

(
T
h
i
i
r
i
n
g
i
s
c
h
e
B
a
n
k
)

は
、
七

0
年
の
飛
揚
時

代
に
そ
の
資
本
を
四
、
万
百
万
マ
ル
ク
か
ら
一
八
百
万
マ
ル
ク
に
増
大
し
た
が
、

ん
す
る
特
権
を
放
棄
し
、
ま
も
な
く
減
資
を
は
じ
め
、
最
後
の
二
年
は
全
く
無
配
当
状
態
と
な
り
一
八
七
八
年

に
ド
レ
ス
デ
ン
銀
行
に
よ
っ
て
清
算
さ
れ
た
。

（註）

だ
が
コ
ト
プ
ス
が
ド
イ
ツ
銀
行
に
と
つ
て
支
店
所
在
地
と
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
ゾ
ソ
ダ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ソ
も
ド
レ
ス

デ
ソ
銀
行
に
対
し
支
店
設
立
の
動
機
を
与
え
な
か
っ
た
が
、
デ
ュ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
銀
行
が
、
解
体
さ
れ
る
に
い
た
る
ま
で

ベ
ル
リ
ン
に
所
持
し
て
い
た
支
店
は
、
ド
レ
ス
デ
ソ
銀
行
が
一
八
八
一
年
に
ベ
ル
リ
ソ
支
店
を
設
立
す
る
基
礎
を
つ
く

っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
七
四
年
、

マ
ン
↑
イ
ム
の
ラ
イ
ン
信
用
銀
行
が
同
地
の
フ
ァ
ル
ツ
連
合
銀
行
を
吸
収
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
結
合
形
態
は
、
フ
ジ
オ
ン
す
な
わ
ち
、
株
式
交
換
に
よ
る
結
合
で
あ
り
、

ド
イ
ツ
諸
銀
行
史
中
に
お
け
る
第
二
番
目
の
フ
ジ
オ
ン
で
あ
る
。
ラ
イ
ン
信
用
銀
行
は
、
カ
イ
ゼ
ル
ス
ラ
ウ
テ

ル
ン
の
〈
ル
ツ
連
合
銀
行
支
店
を
引
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
活
動
領
城
を
拡
大
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

フ
ジ
オ
ン
は
九

0
年
代
に
み
ら
れ
る
そ
れ
と
は
異
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
か
く
て
一
八
七

0
年
代
に
端
を
発
し

一
八
九
五
年
に
独
占
形
成
要
因
と
し
て
働
く
「
参
与
」
が
出
現
す
る
ま
で
、
ド
イ
ツ

諸
銀
行
の
集
中
形
態
を
特
色
ず
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
(
-
九

0
四
年
ま
で
の
フ
ジ
オ
ン
に
つ
い
て
は
第
一
表

「
バ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

第
一
号

一
八
七
五
年
に
は
発
券
に
か



に
よ
っ
て
概
観
を
え
ら
れ
た
い
。
）

c
独

占

的

参

与

形

態

c
 

永
続
的
参
与

D
a
u
e
r
n
d
e
B
e
t
e
i
l
i
g
u
n
g
と
い
う
現
象
は
、
た
と
え
ば
我
々
が
今
か
ら
取
扱
ほ
う
と
し
て
い
る
時
代
に
お
い
て
初
め
て
発

あ
る
が
、
そ
れ
は
、
プ
ロ
ビ
ン
チ
ア
ル
・
バ
ン
ク
に
お
け
る
そ
れ
や
、
南
ド
イ
ッ
銀
行
リ
ン
グ
に
お
け
る
場
合
の
よ
う
に
、

機
的
風
潮
の
影
響
を
う
け
た
も
の
で
、
銀
行
独
占
形
成
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
と
は
全
く
異
つ
た
偶
然
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
銀
行
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
形
成
要
因
で
も
な
け
れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
完
全
合
同
を
否
定
す
る
根
拠
と
も
な
ら
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
を
ヘ

だ
て
る
こ
と
二

0
年
に
し
て
新
た
な
る
参
与
形
態
が
現
わ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
合
併
形
態
に
と
つ
て
か
わ
り
、
二

0
世
紀

初
頭
に
お
け
る
銀
行
集
中
の
主
要
形
態
と
な
る
。

一
八
九
五
年
頃
迄
に
は
ベ
ル
リ
ン
の
ド
イ
ッ
銀
行
制
度
に
お
け
る
中
心
的
地
位
は
、
す
で
に
揺
が
し
え
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
他

方
で
は
、
当
時
に
お
い
て
も
各
地
方
に
、
古
い
私
的
銀
行

(
P
r
i
v
a
t
b
a
n
k

F
i
r
m
e
n
)
や
、
従
来
、
ベ
ル
リ
ン
に
直
接
的
な
代
理
機
関
を
股

立
せ
ず
、

「
バ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

第
一
昇
J

一
八
七

0
年
代
に
み
ら
れ
る
か
4

る
「
参
与
」
を
「
初
期
的
な
参
与
形
態
」
と
い
う
項
目
の
も
と
に
み
て
来
た
の
で

い
わ
ゆ
る
ベ
ル
リ
ン
大
銀
行
か
ら
独
立
し
て
、
地
方
業
務
に
従
事
し
て
い
る
強
力
な
銀
行
が
存
在
し
た
。
た
と
え
ば
、
五

0
年
代
に

設
立
さ
れ
た
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
一
般
ド
イ
ツ
信
用
組
合
（
A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
D
e
u
t
s
c
h
e
 K
r
e
d
i
t
a
n
s
t
a
l
t
)
 

レ
ス
ラ
ウ
の
シ
レ
ジ
ャ
連
合
銀
行
（
S
c
h
l
e
s
i
s
c
h
e
B
a
n
k
v
e
r
e
i
n
)
新
し
い
銀
行
の
中
で
は
、

一
八
七

0
年
の
投

エ
ル
ベ
ル
ヘ
ル
ト
の
ベ
ル
グ
ー
マ
ル
ク
銀
行

(
B
e
r
g
i
s
c
h
e
 -
M
a
r
k
i
s
c
h
e
 B
a
n
k
)

ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
ハ
ー
ヘ
ン
の
ハ
ル
ツ
銀
け

(
P
f
a
l
z
i
s
c
h
e
B
a
n
k
)
が
そ
う
で
あ
る
。

生
し
た
も
の
で
は
な
い
。

第
二
十
四
巻

三

ハ
ン
プ
ル
グ
の
北
ド
イ
ツ
銀
行
、

プ



（第
1 -

ノ 表）

被参与銀行資本 I 

l 40000000 

40000000 

27000000 

18000000 

2500000 

20000000 

7000000 

6000000 

75000000 

1000000 

12000000 

7500000 

25000000 

9000000 

5000000 

10000000 

36000000 

8000000 

5000000 

2000000 

参 与 額

40000000 

56000000 

2000000 

1593000 

5000000 

1000000 

1000000 

7800000 

1000000 

11800000 

7400000 

20910000 

3000000 

5000000 

2290800 

3000000 

1000000 

1000000 

1000000 

貨幣価格 株 式 価 格

1125000 

5600000 

367500 

3060000 

1480000 

？ 

？ 

2290800 

？ 

？ 

1100000 

40000000 

42000000 

1593000 

lOOOOOOMK 

750000MK 

4700000MK 

5400000 

6400000 

4900000 

13940000 

4000000MK 

「
バ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

が
完
全
に
支
配
さ
れ
て
い
た
＼
め
自
己
の
支
店
を
設
立
す

と
し
て
も
、
ベ
ル
リ
ン
諸
銀
行
に
よ
っ
て
首
都
ベ
ル
リ
ン

に
巨
大
に
な
り
す
ぎ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
雄
方
銀
行

と
お
し
て
活
動
範
囲
を
拡
大
し
た
り
す
る
に
は
、
あ
ま
り

地
方
銀
行
を
直
接
吸
収
合
併
し
た
り
、
あ
る
い
は
競
争
を

地
方
銀
行
の
発
展
は
、
ベ
ル
リ
ン
銀
行
を
し
て
、
か
4

る

方
銀
行
の
規
模
の
巨
大
化
に
あ
る
。
す
な
ち
わ
、
ド
イ
ツ

る
集
中
形
態
が
と
ら
れ
た
必
然
性
は
一
面
に
お
い
て
、
地

の
「
参
与
」
で
あ
る
。
九

0
年
代
の
中
葉
に
お
い
て
か
＼

方
銀
行

(
P
r
o
v
i
n
z
b
a
n
k
)
に
対
す
る
ベ
ル
リ
ン
諸
銀
行

わ
っ
て
新
た
な
る
集
中
形
態
が
発
生
す
る
。
す
な
わ
ち
地

だ
。
か
く
て
い
ま
や
、

フ
ジ
オ
ン
形
態
に
よ
る
合
併
に
か

に
ベ
ル
リ
ン
諸
銀
行
の
地
方
へ
の
拡
大
の
道
を
も
阻
ん

は
、
か
＼
る
銀
行
の
ベ
ル
リ
ン
進
出
の
道
を
と
ざ
し
、
逆

第
二
十
四
券

三

一
八
九
五
年
に
始
ま
る
好
況
と
そ
の
反
動
(
-
九

0
1
)

第
一
り
も



参 与

年 l参与銀行 l
1895 ¥ Discontogesellschaft J Norddeutsche Bank 

1897 I Deutsche Bank I Bergisch-Mark. Bank 

1897 Deutsche Bank I Schlesischer Bankverein 

1898 I Deutsche Bank ! Hanoversche Bank 

1898 I Allg. Deutsche Kreditanst. I Vogtlandische Bank 
1899 I Deutsche Bank I Oberrheinische Bank 

1899 I Hanoversche Bank I Hildesheimer Bank 

1899 I Hanoversche Bank I Osnabriicker Bank 

1900 I Discontogesellschaft I Allg. Deutsche Kreditanst. 

1901 I Rheinische Kreditbank I Mannheimer Bank 

1902 I Deutsche Bank I Duisburg Ruhrorter Bank 

1902 I Bergisch-Mark. Bank I Barmer Handelsbank 
1902 I Bank fiirHandel u. Industrie I Breslauer Discontobank 

1903 IA.Schaaffhausescher Bankverein I Mittelrheinische Bank 

1903 I Mittelrheinische Bank : Miihlheimer Bank 

1903 Dresdner Bank I Rheinische Bank 
1903 I Deutsche Bank I Essener Kreditanstalt 

1903 I Deutsche Bank Essener Bankverein 

1903 I Dresdner Bank ! Markische Bank 

1903 Dresdner Bank | oberschlesische Bank 

被 参 与 銀 行

「
パ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

第
一
号

種
の
支
店
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
外
面
的
な
独
立
性
が
、

⑬
 

何
等
阻
害
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ

た
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
十
四
巻

一
八
九
七
年
、
ド
イ
ツ
銀
行
に
よ
っ

て
な
さ
れ
た
、
ベ
ル
グ
・
マ
ル
ク
銀
行
及
び
、
ン
レ
ジ
ア
銀

i 

ド
イ

ツ
銀
行
は
、
デ
ィ
ス
コ
ン
ト
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の

ト
に
よ
っ
て
の
み
支
配
さ
れ
た
。
か
く
て
実
質
的
に
は
北

四
千
万
マ
ル
ク
の
株
式
は
デ
ィ
ス
コ
ン
ト
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ

ル
シ
ャ
フ
ト
に
譲
渡
し
た
後
、
株
式
合
資
会
社
に
転
化
し

務
（
株
式
資
本
六
千
万
マ
ル
ク
）
を
デ
ィ
ス
コ
ン
ト
ゲ
ゼ

る。

一
八
九
五
年
、
北
ド
イ
ツ
銀
行
は
、
そ
の
全
債
櫂
債

る
こ
と
に
よ
っ
て
進
出
す
る
可
能
性
が
全
く
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
oJ

か
＼
る
客
観
的

銀
行
と
デ
ィ
ス
コ
ン
ト
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
結
合
で
あ

な
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

〈
ン
プ
ル
グ
の
北
ド
イ
ツ

条
件
が
よ
り
高
度
な
資
本
集
中
形
態
を
う
み
出
す
こ
と
に



⑥

W
a
l
l
i
c
h
,
 

⑤ ④ ⑧ ② ①
 

行
へ
の
参
与
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
銀
行
は
一
八
九
七
年
度
年
報
で
、
「
わ
れ
わ
れ
は
、
我
々
と
同
じ
業
務
分
野
を
耕
作
し
同
じ
計
画
を
遂
行
し
て

い
る
ベ
ル
グ
・
マ
ル
ク
銀
行
お
よ
び
シ
レ
ジ
ア
銀
行
の
株
主
に
、
ド
イ
ツ
銀
行
の
新
た
に
作
ら
る
株
式
と
彼
等
の
株
式
と
の
交
換
の
提
案
を
な
し

た
。
そ
れ
は
全
株
主
の
四
分
一
二
以
上
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
銀
行
の
独
立
性
は
こ
の
提
案
に
よ
っ
て
、
全
く
言
及
さ
れ
て
な
い
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
に
利
益
の
連
帯
性
と
い
う
広
い
結
び
つ
き
を
同
時
に
あ
た
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
規
模
に
お
け
る
そ

⑬
 

の
結
合
の
維
持
を
確
保
し
た
」
と
の
べ
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
対
し
ド
イ
ツ
で
は
、
比
較
的
早
く
か
ら
参
与
制
度
が
確
立
さ
れ
る
に
到
っ
た
。
理
由
は
、
当
然
フ
ジ
オ
ン
に
対
し
参
与
が
よ
り

高
度
の
集
中
手
段
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
た
ん
に
そ
れ
の
み
で
な
く
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
指
摘
す
る
様
に
ド
イ
ツ
諸
銀
行
が
一
面
証
券
銀
行

⑭
 

E
巴
e
k
t
e
n
b
a
n
k
e
n
と
し
て
の
特
質
を
も
つ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
検
当
は
本
論
文
の
範
囲
外
に
あ
る
。

の
端
著
と
し
て
以
来
ド
イ
ッ
諸
銀
行
の
発
展
過
程
の
な
か
に
み
ら
れ
る
参
与
は
、
第
六
表
に
よ
っ
て
概
饒
し
て
い
た
ゞ
き
た
い
。

V
 gl. 
P
a
u
l
 M
o
d
e
l
,
 

A
.
 a. 
0
.
 

V
 gl. 
P
a
u
l
 M
o
d
e
l
.
 

V
 gl. 
P
a
u
l
 W
a
l
l
i
c
h
,
 

A. a. 
0
.
 

Vgl. 
P
a
u
l
 W
a
l
l
i
c
h
,
 

a. 
a. 
0
.
 

a. 
a. 
0
.
 

a. 
a. 
0
.
 

a. 
a
.
0
.
 

「
パ
ン
ク
・
ゲ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

s. 
7
6
.
 

s. 2
9
.
 

s. 
3
0
.
 

s. 
3
0
.
 

s. 
3
0
.
 

s. 
7
6
.
 

s. 
2
8
.
 

第
二
十
四
巻

第
一
号
J

一
三
四

一
八
九
五
年
を
そ



⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ R 

「
パ
ン
ク
・
・
グ
ル
ッ
ベ
」
に
つ
い
て

V
g
l
.
 
Wallich, 

A. 
a. 
0
.
 

A. 
a. 
0
.
 

A
.
 
a. 
0
.
 

A
.
 a. 
0
.
 

A
.
 a. 
0
.
 

A
d
o
l
f
 W
e
b
e
r
`
 

A
.
 a. 
0
.
 

結

び

a. 
a. 
0
.
 

a. 
a. 
0
.
 

s. 
3
6
.
 

s. 
3
6
.
 

s. 
4
3
.
 

S
 4
3
-
-
4
t
.
 

s. 
9
5
.
 

s. 
7
7
.
 

s. 
7
8
.
 

s. 
7
8
.
 

（
こ
こ
に
か
か
げ
た
四
つ
の
表
は
い
ず
れ
も

Wallich
の
著
書
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。）

第
一
号

ド
イ
ツ
銀
行
制
度
史
の
中
に
お
い
て
現
代
的
意
味
に
お
け
る
「
参
与
」
は
一
八
九
五
年
の
デ
ィ
ス
コ
ン
ト
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
北
ド
イ
ツ
銀

行
の
場
合
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
れ
以
後
に
属
す
る
現
象
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
独
占
的
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
も
そ
れ
以
降
に
お
い
て
の
み
い
い
う

る
に
す
ぎ
な
い
。
な
る
ほ
ど
、
「
参
与
」
も
、
そ
れ
だ
け
を
と
り
だ
し
て
み
る
と
、
独
占
的
「
参
与
」
が
あ
ら
わ
れ
る
十
九
冊
紀
末
葉
以
前
に
お

い
て
も
、
す
な
わ
ち
七

0
年
代
に
も
存
在
し
た
の
で
あ
る
が
、
も
つ
ば
ら
投
機
的
性
格
の
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
「
参
与
」
の
性
格
自

体
、
当
時
の
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
発
逹
の
程
度
、
あ
る
い
は
そ
の
社
会
経
済
的
趨
勢
に
規
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
反
映
に
す
ぎ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
七

0
年
代
の
「
参
与
」
は
、
そ
の
時
代
の
ド
イ
ッ
資
本
主
義
の
発
逹
段
階
に
お
け
る
―
つ
の
歴
史
的
産
物

で
あ
っ
た
。

第
二
十
四
巻

一
三
五



れ
た
考
え
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

第
二
十
四
巻

一
八
七
三
年
の
恐
慌
期
か
ら
一
八
九
五
年
の
独
占
的
「
参
与
」
が
出
現
す
る
ま
で
、
ド
イ
ッ
諸
銀
行
に
あ
ら
わ

れ
た
集
中
形
態
は
完
全
合
併
に
よ
っ
て
特
色
ず
け
ら
れ
よ
う
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
イ
ギ
リ
ス
と
同
様
、
こ
の
時
代
に
は
合
併
が
支
配
的
で
あ

っ
た
と
あ
え
て
い
4
う
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
か
4

る
合
併
は
や
が
て
別
な
「
参
与
」
に
よ
っ
て
と
つ
て
か
わ
ら
れ
る
。
「
参
与
」
が
有
力
な
銀

行
集
中
手
段
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
独
占
的
「
参
与
」
が
合
併
に
く
ら
べ
て
、
た
ん
に
技
術
的
に
す
ぐ
れ
て
い
る
か
ら
と
り
入
れ

ら
れ
た
と
い
い
う
る
だ
け
で
は
な
い
。
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
か
＼
る
「
参
与
」
の
出
現
の
必
然
性
も
ま
た
、
ド
イ
ッ
資
本
主
義
の
発
展
の

当
時
の
段
階
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ペ
ル
リ
ン
大
銀
行
に
よ
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
市
場
支
配
が
完
全
に
掌
握
さ
れ
、
同
時
に
各
地
の
中
小
銀
行
も

部
分
的
に
は
そ
れ
ら
の
支
配
の
も
と
に
属
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
し
、
叉
他
方
ベ
ル
リ
ン
に
進
出
し
え
ず
に
地
方
で
拡
大
し
き
た
っ
た
地
方
大

銀
行
が
、
自
ら
確
固
た
る
地
位
を
き
ず
き
、
合
併
に
よ
っ
て
は
ベ
ル
リ
ン
大
銀
行
と
い
え
ど
も
支
配
し
え
な
い
ま
で
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
段
階

が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
い
は
ば
固
化
状
態
を
や
ぶ
つ
て
ベ
ル
リ
ン
大
銀
行
が
地
方
銀
行
を
支
配
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
「
参
与
」

に
た
よ
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
時
代
が
す
な
わ
ち
一
八
九
五
年
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ

う
に
み
れ
ば
、
こ
の
「
参
与
」
も
―
つ
の
歴
史
的
産
物
な
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
発
展
は
、

cn 

1

ー

ー

ー

↓

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
形
成
が
生
ま
れ
て
く

ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
銑
鉄
カ
ル
テ
ル
を
う
み
だ
し
九
三
年
に
は
、
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
石
炭
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
が
成
立
し
て
、
金
融
資

本
の
成
立
を
み
る
の
で
あ
る
が
、

か
＼
る
資
本
主
義
の
発
展
は
、
わ
が
ド
イ
ッ
諸
大
銀
行
を
し
て
、
合
併
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
矛
盾
を
解
決
し

え
な
い
点
ま
で
お
し
す
4

め
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
、
ベ
ル
リ
ン
大
銀
行
に
よ
る
地
方
銀
行
へ
の
参
与
、

る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
ド
イ
ツ
に
お
け
る
銀
行
集
中
を
一
般
に
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
な
り
と
規
定
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
類
型
化
に
と
ら
わ

か
4
る
例
外
を
の
ぞ
け
ば
、

「
バ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
ペ
」
に
つ
い
て

第
一
号

ー

1958.

一
方
に
お
い
て
、

一
八
八
六
年
の
ラ
イ
ン
・
ヴ

―-
1
-
4

ハ




